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知識 と技能 との融合,生徒の学習事項 と教師のそれ との区別,適切

な指導形態や管理形態の問題,他教科 との関連,危害防止対策等を

あげ,その観点か ら設計・製図・木材加工・金属加工・機械・電気

総合実習の各項 目にわたって具体的にその指導法を詳述し

に思考学習の問題を意識しつつ時代の要請に応えた書。
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木材加工「本立ての製作」
――知識を実習に結びつける指導法を求めて一一

土目 木 稔

1  1ま じめに

技術科を担当して 5年 目,それは丁度この教科が完全

実施されてからとほぼ同じ期間である。この間,私は私

なりに,第 1に 私自身の教材研究,夏休みの講座や月刊

雑誌の購読,なれぬ手つきの製作等 ,々そ してこの浅い

知識をどのようにして生徒にわからせるか,知識理解と

技術的実践をどうして結びつけるか,それは実習のどこ

でどのような結びつき方をするのか,ま た,個 々の生徒

が学習に主体的にとり組むためにはどのような手だてが

必要なのか,劣悪な設備条件のもとで指導面でそれが少

しでも克服できないだろうか。あげればいとまのないほ

どの課題をもちながら,そ してそれらの課題のほとんど

を今日まだ残したままである。というのがいつわらぬ姿

である。こうしたなかで断片的に試みてきたことをやや

まとめた形で提示しようとしたのが今回の「本立ての製

作」学習である。したがってこの実践も先に述べた課題

を背負ったままのひとつの試みに過ぎないといえるので

ある。

2 学習の計画

1 題材 (単元)……。本立ての製作 (30時限)

2 題材の目標

(1)知識理解

ア・ 木材の種類と性質,用途,規格について基本的な

理解をする。

イ.代表的な木工工具の種類,構造,切削の原理,機

能を理解する。

ウ.お もな木工機械の構造,機能について理解する。

工.製作方法について基礎的な理解をする。

ォ・ くぎ,木ねじなどの接合材料について理解する。

力・ 塗装材料と用具について基本的な理解をする。

2

(2)技 能

ア.設計条件をもとにして,構想を製作図に表現する

能力を養う。

イ.工具の合理的な取扱い,木工機械の安全な操作方

法を習得する。

ウ・木材工作の基礎的な組立て方法を習得する。

工.接合材料の使い方と,塗装の方法を習得する。

3 学習事項 (単元構成)と 時間配当

学 習 内 容 主な学習方法と資料

。導入

木材工作について

。これまでの工作経験や道

具についてもふれる

話 しあい

考案設計

(1)製作物の決定

(2)製作の段取 りを考えて

る
。学習の領域 もあわせて考

えてみる

(3)形 の工夫

(4)考案設計の一般化 と方法

。考案設計の方法を考えて

みる

(5)略構想図,で きあが り予

想図をか く

(6)製作図をか く

・材料研究

(1)木材の種類

(2)木材の構造

(3)木材の性質

(4)木材の変形 (ぼ う張と収

縮)

(5)木材の長所と短所

話 しあい

0サ ンプル作品数種

。教科書 p.95,96

映画 と話 しあい

。映画「構想のまとめ

方」

作図
。教科書 p.94

作図

。教科書 p・ 105

。製図用掛図

話 しあい

プ ログラム学習

。木材見本
0図 版
O教科書 p.105,106,

107

時

間
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12)材料見積表の作成

13)工具の準備

工具の紹介のみにとどめ
|

(7)組 み立て
。くぎうちのしかた,げ ん

の うの使い方を知る
。うめ木のしかたを知る

。組み立てをする

18)塗 装
こ塗装の1員序を知る
。塗装用具と材料を知る

き地仕上げをする

こワニス塗 り

ふλの;さ

しがね
11

し百」i~~~~~「

。製作の進め方の概略を

る

製 作

(1)あ らけず
。自動かん

省略 (後

を利用)

(2)材料 しら

与え られス

る

(3)すみつけ

。木取 りの

。木材の強

による強

る

。木材のき

のがある

。さしがね

スライドと話しあい |
。スライド「箱の製作」1

0教科書 p.117,118 1

作業 (作 業工程表 1)
。ものさし

話しあいと作業 (〃 )

。木材の強度表
。図版「木材のきず」
0さ しがね
。けびき
。木取 り見本
0万力 (材料の強さ試

験)

映画 と話 しあい

O教科書 p.128～130

。実物見本
。映画「 の こぎりの使

い方 」 (10分 )

作業 (作 業工程表 3)
。両刃のこぎり
。まわしびきのこ

映画と話しあい
。映画「 木工機械の取

扱い」(18分 )

。教科書 p.135～142

映画 と話 しあい

。映画「 かんなの使い

方」 (10分 )

。教科書 p.135～142

実物見本    `1
教科書 p.149～1511
‐――――――― ~~― ―― ―――――――| 

―

業 (作 業工程表 7)|
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3 実践の経過

1 単元構成について

技術科の指導は自然科学的原理に対する知識と実践活

動 (実習)を通しての基礎的技術の習得という二面性を

もっている。この二面性,すなわち,技能と自然科学的

原理の理解とをいかにして有機的に結びつけるかは古く

して新しい課題といえるだろう。自然科学的原理に対す

る知識という面に重点をおけば,技能の伴わぬ理科学習

ないし工学の学習になり,技能 (実習)に重点をおけば

“なぜ,そ うするのか"の欠如した “どうすればよいの

か"と いう “やり方主義"に陥いる。いわゆるプロジエ

クト, メソッドも上述のことを克服する指導法としてと

り入れたものであろう。

さて,今回のささやかな実践を計画するにあたり,系

統的な木材加工学習をする生徒 (1年)では,プ ロジェ

クトをそのままとり入れることに危惧があった。その理

由としては,ま ず,発達段階からの危惧,第 2に生徒の

自主的活動を尊重するということのために指導計画のキ

メがあらくなりやすい等,こ うしたことから知識として

受けとめたことを実習において具体的に理解させるため

に,教師が立案した学習計画を部分的にプロジエクトの

要素をとりいれながら着実にたどらせることによって2

年生ではプロジエクトを本格的にとり入れる素地をつく

ろうと考えた。

たを知る

んいの方向

ちがいを知

はどんなも

知る

びきの使い

らすみつけ方を調ベス

をする

(4)切断
。の こ ぎりの種類 (両 刃の

こ,胴付のこ,あ ぜびき

のこ,ま わ しびきのこ)

を知る

Э両刃のこで,切断の原

とのこぎこぎりの正しい使い

方を知る

。両刃のこぎりで材料を

断する

(ま わしびきのこ)

。丸のこ盤の構造と使い

を知 る

。自動かんな盤の使い方

知 る

。かんなの種類とけずり

理

い

　

一切

　

　

一
方

　

カを

原理を知る
。かんなのいろいろな使

の

い

方を知 る

Oけず り作業をする

木端けずり・木 口けずり

面取 り

(6)穴 あけ

膏義晴呵 :

丁真傷資本     ト。きりの種類 と構造を知る

し



1121_13 1¬ 151

学 習 事 項 1導

[        1作

考   案 研 究
|

製作の準備

業  | プログラム学習 話 しあい
|ス

ライ

製作(材料調べ)

J話しあいと藻

| (か んなけず り) |(穴 あけ)(切  断)

作業卜しあいと作話 しあい作業
1映

画③
l映

画映画②
l

20121

③ l・ 上記の表は前述の「 学習計画」と併せて参照されたい。
2 主な学習方法の分類は次の通りである。

C

C
C

,rl zs ] ,o

(組み立て) 反   省

話しあい1作業 1話 しあい 業 話 しあい |作

話しあい……教科書 (掲示資料,実 物見本等の提示を含む)と 話しあいを中心とした従来の教室授業形態に
よる学習一-11時間

映画,ス ライド等祝聴覚資料を中心とした学習一-5時 間

・映画C「構想のまとめ方」 1巻 (10分 )

・ 〃 ②「 のこぎりの使い方」 1巻 (10分 )

・ 〃 ③「木工機械の取扱い」 2巻 (18分 )

・ 〃 ④「 かんなの使い方」 1巻 (10分 )

・スライド「箱の製作」

プログラム学習をとり入れた学習―-4時 間

実習を中′心とした学習―-10時間

そこで前記のねらいを達成するために

1・ できるだけ平易に理解できる方法

2.興 味をもって学習にとりくめる方法

3.学習がひとりひとりの生徒に確実にできる方法

すなわち,できるだけ多 くの資料を提示する。視聴覚

資料を多 くとり入れる。ひとりひとりの生徒が自分で調

べ,確実に学習する方法としてプログラム学習の方法を

とりいれる。 このようにして学習計画30時間を学習方法

別にみると,上の表のようになった。

従来の一般的な指導の形態においては,知識理解の面

では,教科書

と指導者の講

義を中心にそ

れを補足する

資料として掛

図や模型,実

物が場合によ

っては使用さ

れるのが普通

である。しか

しながらこの

形態は,技術

の学習として

特に必要な具

`

○  線の大さは結ι`つきの強さを

示す。

体に即した理解,いいかえれば「 生きて働 く知識」「応

用のできる知識」という立場から多少の疑間をもつ。さ

らに一斉学習の欠陥もともなう。第 2に技術は個別的な|

ものであり,技術を支える知識はひとりひとりの生徒に

確実に定着させねばならないものである。ところが従来 :

の学習形態ではこのことについても疑間が残る。このよ

うな理由から視聴覚資料とプログラム学習の方式をとり

入れようとしたのである。

左図は資料の利用から見た学習の形 態 が “技 術"と

“知識"に結びつ く度合を示したもので線の太さは,そ ‐

の結びつきの強さをあらわしている。

2 実践の一例

1 話しあいを中心とした学習の場合

(1)学習項 目……考案設計の第 1時

(2,学習内容・製作物の決定(10分 )・ 製作の段どり (20:

分)・ 形の工夫 (20分 )

(31資  料 ア.本立て,郵便受けのサンプル作品数種

イ・ 教科書 (実教 :技術・家庭男子 1)の
p. 95, 96

こ みんなが何を製作したいかの発間

(生徒)本立て,郵便受け,裁縫箱,筆立て,箱 :

雑誌入れ,こ しかけ

C この中から,工作のしかた,材料などから本立 _

て,郵便受け箱に話しあいながらしぼる。

刺
戦
と
相
互
作
業

時 間 1 71819

17  1

(塗 装 )



可

:D 製作の段どりを考えてみる。「本立てを例にと

り,製作するにはどんなことを勉強した ら よい

か」班ごとに話しあいをさせ発表させる。

(生徒)材料の選び方,木取 りのしかた,材料の

使い方,形,大 きさ,丈夫な組立て,工

具の使い方,製作の順序

予想していたものが,ほぼ出たので,学習の順序

にしたがって並べかえ「形の工夫」をしてみるこ

とを知らせる。

ご 形の工夫 サンプルを提示して設計条件を話し

あいながら考えてみる。

一一人夫さにもいろいろあることを知る一―

・材料そのものの丈夫さ

・材料の使い方による丈夫さ

・形と組みあわせ,接合のしかたによる大夫さ

一―使いやすさ―一

・側板の高さ,底板の長さ―→ デザイ )/と の関係

一一大きさ―一

・本の大きさ (タ テ・ ヨコ)一→側板の大きさ

。本の数―→底板の長さ

41指導を終えて

この時間は生徒の側に「 ものが作れるという期待

があったので活発 で あ った。 “①の製作したいも

の"の ところでは何でも安易にできると考えている

こと。そこで,②のところで,ど んな簡単なもので

も順序だててやらなければ,思わぬ失敗をした り,

思ったよりむずかしいことがあることに思いつかせ

ながら計画の必要なことを感じさせることにした。

次に, “③の製作の段 どり"では製作の順序と道具

の使い方の直接「 ものを作る」面に大きな興味があ

るように思われたので,よ い製品を作るためには,

材料研究や形の工夫が道具の使い方や製作の順序と

同 じくらいに大切であることに気付かせ よ う と し

た。第 3に,④形の工夫のところでは,生徒の日常

経験,教科書の叙述から簡単にひき出せたが,た と

えば「力のかか り方」などを実証的なおさえ方ので

きなかったのが残念であった。

2 視聴覚資料の利用を中心とした学習の場合

(1)学習項 目

前掲「学習計画」の 5“製作"の④切断の 1時間目

12)学習内容

■ のこぎりはll tと んどの生徒に使用経験があり,

両刃のこのほか,胴付のこ,ま わしびきのこ,つ

るかけのこのことが発表された。

2 実際ののこぎりの刃の形を手にとって調べさせ

ると, タテびき刃とヨコびき刃の形のちがいには

簡単に気付 くが「あさり」のあることに気付いた

のは約
=そ

,「あさり」は何のためについている
のか,ま た,刃 は材にどのように働いて切断する

のかということはほとんどの生徒にわからなかっ

=こ
。

3 そこで映画「のこぎりの使い方」の前半をみる

ことにした。 (映写時間 6分 )

|ン ⌒ 口ふ市 ′,4rヽハ ⌒ 占 晨                |この映画 (前半)の 内容             |
②のこぎりは使い途によって,そ珈ンに適したものがあ

|

ること。両刃のこ,胴つきのこ,あぜびきのこまわ
|

しびきこの等。

0両刃のこの両方の刃の形のちがいを示す。 (こ の部

分は拡大の線画)

0両方の刃が材にどのように働 くかc(こ の部分 |よ拡

大 とスローモーシ ョン)

C「 あさり」のはたらき。

]映画をみたあとの話しあい。

,両方の刃の拡大図を黒板にかかせて, タテびき刃

|ま ,幅のせまい「かんな」の刃を並べたようなも

ので,けずり作用を連続しておこなう。そして,

l①

lと

13
1②

lあ

1働

|

1黒

|こ

|

|

IC

iぎ

|と

|

|
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き
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こ

類

0実際のの こぎりを調べ

ノー トに形をか く。

・ 気づいた ことを発表す

る。

・ 映画をみる。

・ 自分で調べたことと映

画でみたことのちがい

を話 しあ う。

・ 映画で新 しく見出 した

こと (あ さり)を 発表

す る。

・ のこぎりの各部分の名

称を知る。

・ 映画をなる。

・ のこぎりの上手な使い

方について話 しあ う。

・前半の映画か ら種類を

思い出し,使 い方を知

る。

のこぎり

称図

映画「 のこぎり

使い方」

後半 (5分 )

教科書 p.129,13

胴付のこぎり

あぜびきのこ

|ま わ しびきのこ
|つ るかけのこ

教牟[[彗 p.129

1学習事項

1導
入

1展
開

学 習 活 動

のこぎりの使用経験につ

卜
嘲しが

料資



それは板のせんいをタテに切るのに適しているこ

とを実物をもう一度調べながら確認させたこ

Oヨ コびき刃は,小 刀の刃のような形で板のせんい

をよこにひききる作用をする。

。「 あさり」はのこ身を動きやす くするためのもの

であり,両側の材の圧力を防ぎ,切 りくずがつま

らないようにするためのものであることこ

。のこぎりの各部の名称は図版と教科書 p.127と 実

物で調べたc

⑤ のこぎりの上手な,そ して正しい使い方を知る

ために,映画の後半をみる。

Oひ き方・……のこ身幅の利用によってあまり力をノ、

れなくても切れること。

・ 刃全体を使 うこと。

Cの こ身と板の角度は板の厚さによってかえること

Oま っす ぐ切るために目を刃の上に正し て お くこ

と。これらのことは,映画の内容から簡単にひき

出せたが,次時の実習で確認することを指示した

⑥ 両刃のこと以外ののこぎりついては,簡単に使

い道,使用時の注意を知らせる程度にとどめた。

3 視聴覚資料の利用について

この単元においては前述のように「構想のまとめ方」

ほか 3本の映画と,ス ライ ド「箱の製作」を使用した

が,そ の理由,位置づけ等については,<付>技術科学

習と視聴資料の利用を参照されたい。

4 プログラムシー トによる学習方法をとりいれたこと

について

この教科の学習は一般的に知識的側面を構成する技

術的知識と,経験的側面を構成する技能の両側面があ

り,こ の両側面が互いに刺戟しあいながら統一されて

学習が成立するのだと考えられる。ところが現実の学

習形態は知識的側面に重点をおいた学習では,教科書

を中心にした集団学習であり,一方技能的側面を強 く

もつ実習においては個別的な要素を強 くもっている。

技術が本来個別的なものであり,個人個人の身につい

たものであることを考えると,個 々の技術を支え,ま

た刺戟しあう一方で,あ る技術的知識も個々が確実に

うけとめることのできるような指導が要求されてしか

るできであろう。こうしたことから現在の集団指導の

枠の中でどのようにすれば,個 々の能力をのばし,そ

れを実習に結びつけることができるかということが ,

プログラム方式をとりいれた理由である。

ところで,こ の指導法は既に 3年前から部分的にと

り入れてきたことであるが,今回は 3年前に作成した

6

ものを次の諸点で改良してみた。すなわち,

(1)3年前の「 クローダーの分岐型」を「スキンナー

の直線型」にしたこと。これは, この単元の場合に

おいては,直線型の方が資料を豊富に提示すれば ,

生徒が考え,調べる活動が強 くなると考えたからで

ある。

(2)教科書や学習 ノー トとの結びつきを強 くしたこと

などである。

1 学習の方法

(1)そ の時限の学習内容の概略と資料の使い方などを

説明する。 (約 5分間)

(2)プ ログラム・ シー トによる学習 (約25分間)

(3)学習の整理一一 プログラムに納めない部分の説明

質問等 (約20分間)

2 プログラム編成上の留意点

(1)思考の過程を考えながら,各 ステップは,できる

だけ細分化し,次の学習課題への抵抗度合を考える

(2)ス テップ間の関連を考え,前の学習が確実にチェ

ツクされなければ次の課題にとりくめないように組

む G

(3)目 標値に到達するまでのコース・ アウ トラインに

必要な資料類を十分準備しておくこと。

(4)1単位時限の学習量は,や り方のおそい生徒にあ

わせて編成する。

3形 式

A… …この部分にステップ番号 (学習

の1贋 1芋 )

B… …この部分に学習内容がある。

C… ……この部分に正答がか くされてお

り, 1ス テップ学習がすみ,用

紙をひくと,新しい学習内容が

出て同時に前の学習内容の正答が出て自分の学

習を確認することができる。

すなわち,細分化された学習課題一→学習一→ 自分

の学習の確認 (訂正)一一次の細分化された課題とい

うように自分のペースで学習内容を小さくチェックし

ながら進む。

4 プログラム方式の問題点と効果点

(1)生徒の思考の個人差をどうするか。

各ステップを細分化しても早 くできる生徒 とおそ

い生徒の差が大きく, この差の時間をどうするかで

困っていたが,今回は学習ノー トと併用することに

よって若千解決されたと思う。

(2)説 明を必要とする部分とプログラムとの関係をど



うするか。既習の知識や経験,ま た前のステップと

の関連で解決できない新しい事実や原理,方則につ

いての指導をどのようにすればよいか。

(31 準備や資料の作成等,教師の労力負担が大きい。

{4)普通の一斉学習では,興味をあまり示さない生徒

でもよろこんで学習に参加する。その結果,学習の

最低 レベルがあがる。

(5)家庭学習やノー トの整理がしやす くなる。プログ

ラムを家庭で整理させることにより,学習の流れを

把握させることができ,学習意欲をもりあげること

ができる。

5 プログラム 0シー トの 1例

技術科 木工 No.1

時間があれば,掲示してある資料をノ

くこと。
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5 作業工程表について

知識理解と技術的実践の結びつき, この課題が前面

に出てくるのは,生徒が実際にのこぎりをもち,かん

なけずりをしている時である。ところが,実習の実態

は生徒間に強い競争がおこる。そのために,少 しでも

早 く完成品に近づこうとする。そこにあるのは,切れ

ばよい,けずればよいだけで「なぜ,そ うしなければ

ならないか」「 どうしてこうなったのか」探究,思考

検証の姿はどこにも見られない。こうした実態から,

次のような作業工程表を作成してみた。この作業工程

表は実習の指示をするだけでなく, 自分のやった作業

を

'日

識理解の面からチエックさせるようにしてみた。

技術科 木工 NO.3

I 木材の断面 樹木を横に切ってみると年輪が見え

るが, この切断面をもう少しくわしく調べてみよう

(参考・教科書 p.105掲 示資料)

1ぽぞ斑象環T写「言憲よ,「 があ
21;よ 曽ゝ1la買晩ど

と
;駆 :∫

わ
|

Jilitti「『豊]見ま象をメ省お[≒二警1年
 輪

これに対して,ま わりの樹皮に近い色の③ l③ うすい

(  )部分がある。これを⑤(  )と いいl⑤辺材
白太ともいう。

心材は一般にO(  )く て利用度が高いが

辺材はやわらかくて⑤(  )いやすい。

この年輪をさらによ く見ると春か ら夏にか

けて成長 した部分がある。 これを(  )と
い う。

― 卜に うつしてお

樹  皮

◎こい

⑤心材

本部をよく見ると,中 心部の色の③(  )
部分がある。これを⑮(  )と い う。また

赤味ともい う。

③かた

⑤くる

春 材

Ⅱ 板材一一―木取 りと材面一一のつづき

(参 考・教科書p.105図 10.p.106図 11及 び掲示資料)

また, こぐち面の根に近い方を③(  )と
いいこずえに近い方を⑤(  )と いう。

本立の背板には,材 のせんいの方向は下の

どちらがよいだろ うか。よい方に○をしま

しよう。

(A)  (B)

③

|

このような樹木の成長を うけもっているの

が(  )のはたらきである。

1形成層は樹皮と材の両方をつ くっているが
|

(  )を形成する働きが強いので樹皮は う

す く材の部分が多くなる。 (こ こまででき
た人は, もう一度 1か ら調べてみよう。そ

して 7～ 10は 先生の説明をよくきこう。



作 業 工 程 表 No.2
作業工程表の 1例

作 業 工 程

11年

表 No.1 11年 中名
|

劃氏J 作 業 内 容
記     録
(使用する工具)

道具は何 と何を使えば よ

いか

(  )(  )|

T劣危翼昂:ち″
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刃を出
す時

刃を入
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Cか んなについて

刃のつけ方はどれが正しいか,

る か

―

正しいもの
|

2/12/IA/11
。自分の手 もとにあるカンナは ど うなってい

|

]木取り図の通 りに
|さ

しがね (長 手と妻手の

倉軍数1浄ζfrl野Σttξ
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木取 りは何枚したか

(    tt
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に注意)
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意)

両刃の こ

さか目にならないけずり方tiど ちらかCを
|

つける                |

12丸 のこ盤,両刃の

| こで板材を切断す

. る。

|○両刃のこ,丸 のこ

木取 り1 電猛鱈ヒ更嘗嘗写

1 思い出すこと。

(歯の使いわけ

(危険防止に注

・たてびき刃の形

(   )
・ よこびき刃の形

(  )
。のこぎりの角度

(約 度)

・ A～ Fの正 しい

矢印にOをつける

f-ff

・ A～ Cの
ODの ロー

OEの ロー
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4  1おわ りに

実践の途中経過であるために,整理しないままに提示

し,かつ,学習効果,評価の問題に言及することができ

なかったのであるが, ごllヒ判ご叱正をたまわりたい。

|

|

組み立|

て  |
l②釘 うちの穴をあけ
|る
13鉄丸 くぎで接合す
| る

13直 角が正しく出て
| いるか調べる

l⑤ 組み立てられた面
| と切 り日のつぎ目
| を修正する。

①切断した板材を仕

Э
　
　
　
ぐ

調料

J〒

け
l①言に動琉ないつで酬しな

ものさしを使 う

たて(   mm)
よこ(   mm)
厚 さ(   mm)

われや きず,ふ しはなか

ったかっ (    )

(◎  ヽ f◎ )
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1  はじめに

中学校学習指導要領によれば,視聴覚資が|の利用につ

いては, “これを精選して活用するようにすること"と

して各教科,道徳,特別教育活動および学校行事等に利

用することを学習の能率化,効果の向上という立場から

すすめている。このことは,「近代技術に対応できる基

礎的知識,理解,能力,態度を養 う」 ということを基本

目標 とする技術・家庭科の指導においても十分あてはま

ることであ り,技術・家庭科の学習指導を能率的,効果

的にするために視聴覚資料を指導計画に正しく位置づけ

て禾J用 していかなければならない。

2 技術の学習における視聴覚資料利用の立場

上記のことを前提として, この教科における視聴覚資

料の利用は他の教科,社会や理科等における利用の場合

と立場を異にしていることに留意すべきである。すなわ

ち, この教科の指導は,あ くまでも実践的活動をとおし

て近代技術への理解,能力,基礎的技術の習得にあると

い うことである。視聴覚資料の利用もこうした立場に立

って考えなければならないであろう。

視聴覚資料はよく,半具体,半抽象の教材であるとい

われている3こ の両面をもつという視聴覚資料は,実習

という非常に具体性の強い学習と,自然科学的原理に対

する理解 (知識)と いう抽象的な学習との中間にあって

両者の関係づけを深 く強くする働きをもっていると考え

てよいだろう。では,具体的な利用の形態としてはどの

ようなものが考えられるだろうか。

① 実習指導。工具や機械の構造ならびに扱い方,作業

の技術指導に役立たせるための利用

E23 ④  ⑤  ⑥

①見学,現場学習

②標本・模型

③映画

④TV
⑤写真・ スライ ド

⑥地図・ 図表

(説 明)

上図は,ホ ーバンの 例 に よ っ
て,各資料の抽象性具体性の関

係をあらわしたものであ り,左
のもっとも具体的なものから右
の方へ抽象性の強いものを並べ

てみた。⑥地図・図表の右には
Verbal Symb01sす なわち, 言

語・ 文字が位置づ く。

技 術 の 学 習 と 視 聴 覚 資 料 の 利 用

（実
引
）

実
践
活
動

（概
念
）

知
識
理
解

技術の学習において工具や機械の構造や扱い方を知

ることは不可欠の要件であるがこれは,知的理解すな

わち知識としての定着と同時に,そ の理解を技能とし

て表現するとい う二面性をもっている。作業の基本動

作習得は,機械の操作や工具の使用を実際にやらせる

ことによって達成できることであるが,こ れには「な

ぜ,そ うしなければならないか」という原理把握が裏

うちされていなければならない。そのような指導には

一般的に次のような方法が考えられる。

(1)教師の示範による方法

従来からもっとも普遍的に行なわれて い る 方 法

で,学習者の前で指導者が実際に扱って,そ の使用

法,原理を具体的に知らせる。この方法はもっとも

具体的,直接的で効果的な方法であるが,対象が少

人数や個人指導の場合は理想に近いといえるが,30

人以上の集団指導を行なっている現状では,不可能

に近いことは私たちが日常経験するところである。

12)図表や模型等による方法

広義には視聴覚的方法といえるが,現物のない場

合,ま た,機械の内部構造を知らせる場合等には手

軽で有効であるが,動作そのものを必要とする場合

には不適当である。

(3)映画等の動く映像による方法

(1)の 場合のように具体かつ直接性には欠けるが,具

体と抽象との中間にあって, しかも,同一方向に多

角的に拡大 され, くりかえしが容易であ り,動作の

分析例えば, フイックモーションやスローモーショ

ンの利用の中に原理を把握,線画 (動画)な どによ

る構造理解等,さ らに操作の手順などを現実を再構

成 して提示し,教師の示範以上の効果が期待できる

場合が多い。

O 前掲「木材加工」の実践で利用した「のこぎ りの

使い方」「かんなの使い方」「木工機械の取扱い」

等のフィルム|ま この立場から利用したものである。

② 製作過程を概観させ,見通しを立てさせる場合の利

用

実習指導の場合,完成品を提示してもそこまでの

作業過程を理解させることはむずかしい。映画やス

ライ ドを見ることによって製作全体の流れを知 り,

学習の目的を確かめ,作業工程表の作成や,用具,

機械の準備,おおまかな作業の方法を知 り,学習意

1本
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‐
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欲を高めるのに効果がある。

○ 前掲の「木材工作」で利用したスライ ド「箱の製

作」や,発表会当日利用予定の映画「ぶんちんの製

作」は, これにあてはまる利用といえる。

③ 技術の知的理解を高める利用

技術の学習は,工学体系そのものを教えるのでは

ないが,単なる生活経験を技術科の立場から集積し

たものでもない。また,戦前の徒弟教育に見られる

“や り方主義"で もない。技術における知的理解は

技術的行動を支える原理,法則として学習されなけ

ればならない。たとえば機械の学習においては,自

転車や ミシンの分解,組立そのものだけが学習の目

的ではない。分解や組立を通して機械の学習をする

のである。 したがって,現実の生産社会 に お い て

は,ど こにどのような機械が使われ,た とえば機械

要素はそれらの機械の中にどのように組みこまれて

いるか,ま た,それはどんな役割をはたしているか

を知ることも必要であるcそのためには,教科書の

叙述より1枚 の 図 解 が,さ らに図解と写真が,ま

た,そ の機械が実際の動きの中にとらえることがで

きれば,も っとも望ましい教材といえよう。また ,

工具の使用についても,そ の工具を使用する際の力

の入れ方,角度等の「なぜ」ということを,力学的

ないしは物理的に理解することも必要であろう。こ

の場合には,やや理科学習形態になるであろうが ,

こうした場合に教材として再編成された映画等のは

たす役割と効果は大きいといえよう。

④ 学習の背景に対する理解をふかめる利用

技術の学習は近代的な生産社会に対する正しい理

解を基礎にして,現代社会に適応できる合理的かつ

創造的な人間を育てることにある。しかしながら今

日の学校教育において,従来の教科書を中′いとした

黒板と言語による学習形態で急速に変ぼうする現代

の生産社会の巨大なメカニズムの実相をとらえるこ

とは困難である。また,私たちの
ii‐ む地域社会に必

ずしもそうした現実が存在するとはいえない。映画

等はこうした新しい生産社会の実相を教室にもちこ

むことのできる最良の手段であろうこ

⑤ その他の利用

上記 4点 は技術の学習 :こ おける視聴覚資料利用の

本質的利用と考えるが,そ の他に現実に即した利用

の方法も考えられようこ技術・家庭科が発足して 4

年になるが,指導要領に示された通 りの学習が,施

設や設備の面から考えられても完全に実施できる状

態であろうかcこ うした設備の不備を補い,克服す

る手段のひとつとして,い わば「せめて視聴覚資料

を利用してでも」という立場からの利用も考えるこ

とができる。

以上,視聴覚資料,特に映画等動く映像をもつ資料の

特性から,技術の学習における利用について大ざっばに

考察したのであるが,視聴覚資料は両刃の剣のようなも

のといえよう。それは視聴覚資料の効果を通信して,無

雑作に “見せないより見せた方がよいだろう"式の利用

ではマイナスの効果を招 くこともある。また,視聴覚資

料は単独のみでは大きな効果は期待できない。精選と厳

密な検討の上に立って,学習計画の中にタイムリーに位

置づけ,視聴覚資料に必然性をもたせる。また,他 の資

料たとえば,教科書の叙述,模型や実物,図表等と併用

することによって,さ らに大きな効果が期待できると考

える。

(京 都市立花山中学校教諭)

作業時間中の

｀
茶のみ時間、は有効か

最近,ア メリカで, 全`米産業審議会、が調査をまと

めたところによると,米国企業の約 97%に ｀
茶のみ時

間、があるという。いちばん比率の低い産業でも約 90

%が これを実行している。保険会社などの一部の企業で

は, コーヒ代を会社が負担している。

かって経営者側では,①工場や事務所は, コーヒなど

飲む場所でないという考え方があり,ま た,②生産低下

Iθ

のもとになり, 1日 20分の ｀
有給休憩、になるので, 1

年間にして, 2週間分の労働力にあたるということ,そ

うした理由から反対論があったこ

一般にコーヒをのむ ｀
茶のみ時間、は,午前と午後に

1回 10分程度あり,午前だけという会社もある。

いまでは,か っての反対論は影をひそめ, ｀
茶のみ時

間、をおくことを経営者は当然のことであり,生産能率

向上には,欠かせないことであるという見方が大勢をし

めているという。 (R)



腰かけの製作学習の実践 と反省

1  は じめに

技術科を一通 り指導して考えさせられた事 |よ ,学習指

導法の諸問題である。技術とは何か,何 をどのようにど

の程度教えたらよいか,な どについて今だに確信がもて

ない。しかし現場では,文部省が倉」造的な思考力を伸ば

すことが大切である, といえば直ちに全国的にこの創造

性について首ったけになって研究するのが常である。だ

が現場で生徒を中心に創造性を育成することは,か なり

の時間と余裕と,教師のあせらない気ながな助言が必要

である。しかし週 3時間では生徒の創造力のみにたよれ

ない。その結果,平面的な指導に流れ易くなり,平凡に

実習をして平凡な作品を製作することに終始する結果に

なりがちである。そこで考えられることはやはり経験に

訴え,実習を通して知識も技術も習得していくことが出

来るような学習形態を考えてみた。しかし私たちの悪い

くせとして,す ぐ「わか りましたか」「わか りましたね

……」「考えなさい  「反省してみなさい」と言 うおし

つけだけで,生徒に考える素材をあたえない 場 合 が 多

い。これらのことを残念に思いながら幾年かが経過して

しまった。そこで本年はたとえ歩みは遅 くてもよい。 1
つ 1つの学習をそれぞれの工程の中でまとめてみた。そ

してその結果を反省してから次の工程へと作業を進めて

ゆくような学習形態を考えて実施してみたが,私 1人の

考えを,私 1人が実践して,私 1人でまとめたためにか

なリー方的な学習形態になり,確信のもてる革新的な結

論が出ぬまま現在にいたったが,そ の学習の 形 態 や 過

程,反省事項などを腰かけの製作をとおして記述したの

で,適切な御批判御指導を御願いする次第であるc

2 製作学習を進めるにあた って

(1)施設,設備。狭い実習室で54人の生徒が製作実習を

するには, 1人の教師では指導が不徹底になりがちで

あるから, 6名 1組の班を 9班編成し班長の指示のも

とに行動させている。設備面では機械がせまい室の中

に固定されて設置されているので,その操作や,実習

が不円滑になりやすいため班長を授業後特別集めて事

前指導し,班内の指導の責任をおわせている。

(2)学習の形態。木工機械を使用する班 (3班 )

手工具だけを使用する班 (3班)

手工具と木工機械を使用する班 (3班 )

以上の3班に編成し各班ごとに学習計画をたてさせて

作業をすすめているが教師は全体指導のほか,上記の

3班を班別に指導して実習につかせている。実習中は

たえず作業の安全に注意しながら机間巡視をして適切

に指導している。JJI長の特別指導は,月 ,火 ,木,金
の4日 間,計 8時間程度を授業後集合させて予備教育

をして,正規の授業の班のリーダーにしている.

(3)示範が適切にできるように過去,生徒が製作実習で

失敗した作品や,部品,当 日失敗した生徒の部品など

をもとにして,「 なぜこのようになったのか」,「 どう

したら失敗しなかっただろうか」,「こうしたらよいの

ではないか」……とその材を手にしてその場で考えさ

せるようにしている。一般に私たちの指導は表面的に

なり易く,安易に,あ るいは,縦板に水を流すがごと

く指導していることが多いが,私はこれでは充分生徒

に思考させる系日をつかませることはできない と思

い,今書いたこととは反対に,なぜこのような失敗が

生じるのかとその失敗を分析して,失敗の原因の究明

とこれに対する対策を検討させている。

(4)作業計画表,実習を計画的に行うためには,既成の

段取りでは不適当であるので, 自己の能力に応じ,自

己の道具の状態や,機械の操作などについて計画し要

点をまとめて班長に報告する。班長は自分の班員の実



習計画や学習内容などに大きなあやまりがないかをし

らべて,指導者に連絡をする。

(5)学習 (実習)を 円滑に展開するために環境整備に注

意し,必要教具,掲示物,板書は授業中に行 わ な い

で,前もって (前時,前 日,授業後)かいて整備して

おき,授業後の清掃時には必要な板書は消さない様に

連絡して,授業時間を有効に使用するよう′いがけてい

る。

(61 安全に作業を行ない,危険から身を守る習慣を習得

させるために,規定の服装 (体育の トレパ ンに作業

衣,運動靴)を身につけさせ,特に工作機械を使用す

る時は,機械を操作するのに必要な守則が機械の位置

に掲示してあるので,そ の内容をよんで,操作を理解

した上で使用させている。この際班長は事前指導に心

がける。しかし安全に作業する事だけが目的ではない

ので,安全の上にさらに能率よく学習するにはどのよ

うにすべきかを考えさせ,又考えるてだてとしていつ

も言っていることは「手先で仕事をしてはいけない,

頭で仕事をしてもいけない,ど のような作業も身体全

体でぶつかっていけ」即ちどのような作業でも,腰の

安定が第 1である。作業する時の「かまえ」が大切で

ある, という事を強調して,危険から身を守る習慣を

つけている。

第 2学年技術科学習指導案

単元 腰かけの製作をしよう。

目的{1)腰かけの考案設計を通して,腰かけの形 と

働 きなどについて理解させ,思考力,計画

性,創造性を養 う。(2)木材の構造,性質 ,

種類,用途,木材の選び方,及び強度と荷

重,構造の関係について理解させる。(3)角

材の接合加工について理解させる。(4)木工

具,木工機械の機能などを理解し,正 しく

安全に操作,使用する態度を養 う。(5)塗料

についてその選び方使い方などを理解させ

る。(6)学習を通して協同と責任を重んじる

態度を養い,あゎせて倉」造の喜びを味わわ

せる。

指導計画  (25時間完了)

第 1次 腰かけについて,

第 2次 考案設計

第 3次 製図

第 4次 (1)準備 2時間

(3)木取  2時間

(本時3～4/6)

M・ P・ 1時間

5時間

3時間

(2)荒削   2時 間

(4)部品加工

(5)組立   2時 間

」2

16)塗装  1時間

第 5次  反省

4.本 時の目標

11, 角材の接合部加工,ほ ぞ穴作 り,ほぞ作り,を

手順良く学習させる。

12)FIEご とに班長の指示に従い,協同と責任を重ん

じ能率的に安全に学習する態度を養う。

(3)班別指導の長短を検討する。

5.環境構成

実習室の整備,教材用かけ図,機械の整備,窓を開

ける,そ の他

6.指導過程

生 徒 の 活 動 教師の指導
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い
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2)は ぞ穴ののみきざみを行
次の点に注意する。
И)姿勢と材料の位置
{口)のみ,げ んのうをしつ

にぎる。

レヽ のみきざみをする。

。
―

「

劉

「

―

―

う

―
―

か

尻で材料を固定し,

上体を材に直面させ

る。のみは左手で,

かつらより1 5cm位

下を裏刃を手前にし
て軽 く垂直に握るよ

う指示する。

通 しほぞ穴ののみきざみ

角のみ盤の構造と機能おょび使い方

角のみを下けた位置

物

 枷

基準両

T  
｀
lmm

のみ刃は適時よくといで使用する。角のみ盤 の正
しい使い方を指導する。 時々, 急激に圧力を加え
ない。

機械加工によるほぞ作 リ

木日を基準面,木 日は直角
に仕上げてお くc

能図を掲示 してぉ く機

一＝
Ｕ
ＩＩ
И
′
り
Ｚ
７
イ
タ
ー

勘
　
　
　
ゅ

墨線 と引込線に注意
の こ刃の全体を使つて引

く

墨線直前まで引 く。

横引による切 り込み

よ
:IIII:::]

直角

・ 両刃のこと,胴付のこの

使い方を共に指導 し,使
用 させた。

・ 胴付のこの刃を,お った

り,か いた りしないよ う

指導 し,使用 させた。

整 理

僣鷺,極穣層雷根| 1函
異常の有無を報告する。

6)反 省

実習記録反省表にまとめ

る。班ごとに話しあい反

省する

7)次時予告

来週 (次時)の計画を立

案する

のこ身と材と

8)高評

13

材を静かに送る。

材を静かに送る。

墨つけ線に注意する。

丸の こ刃
/

④
メしのこ刃の間 |ニ

ほぞ厚のカラー

をはさんでしめ

る

材をこじらない。

丸のこ盤は危険だから

械の調整 と機械の周囲の

整備に配慮するよ う指導

した。

異常がなければすべて班長
にまかせ協力,責 任の態度
など観察する。

安全に作業が進行 したかを

確認し,班長の反省事項,|
意見等をまとめて全体指導

|

に入る。

(1)本時の問題点は ?

(2)困難な作業は ?

(3)失敗 とその原因と失敗

した材料の観察

■

―

e
t規|る IIIII:::]

ギ刊くさし`の
'峰

日

呼,′ し、三

4)は ぞを加工する

引による切 り込み
・材料と姿勢に注意



※ 本校の木工室の平面図と班のかまえ。

班 編 成

班 (6名 )

1, 2, 3

4, 5, 6

7, 8, 9

区 分

手工具班

手工具,機械使用班

機械班

□
□
□椰♂

ー

1

3 □

6  E5コ

9    
丸のこ盤

国

※

※

市のこ盤

手押かんな盤

縦線の数字は 2時間の授業の時間配分のあらま

である。

失敗部品とその内容

1同付 きびき

不良

縦びき不良

準 備 室

く

三二I][≡≡∃警:書資鼻

胴付き.ほぞ

びきの正否
胴付 きのひきすぎは

ほぞの強度が極度に

弱まる

相欠きつぎの木取 りが

遅っている

木工室の写真。 〔実習風景を教材として取扱って

いる〕

木 取 リ

※

14

ｔ
軋 1詳

Ｌ
壕

丸のこ盤ほぞ作 リ

3 実習の方法と指導上の留意事項

生徒の能力などによって進度に差が生じてくるので実

習指導にはかなりの問題があるが次の方法を実施した。

(1)手工具班 (3ケ 班,18人 )

イ 自分の工具を使って前記の部品加工を他人にたよ

ることなく製作させる。

口 実習の段取りを綿密にし,道具の手入れを強調し

た 。

反省

に)段取 りの悪い生徒は一般に知識の劣る場合が多

い。このような生徒には手工具の構造やその使用

法,手入れなどを具体的に指導し,か な り使える

ようになってから,実習させたが,結果において

機械使用班の 3倍位の時間がかか り,そ の上接合

部が不正確で仕上が りも悪かった。

同 段取 りも良 く,器用な生徒は仕上が りもかなり

良かったが,全般的にいえることは,の こぎりの

歯の調節 (あ さり,歯ならび)が うまくできない

研 さ

榊彊

ヨ



1

ので,墨つけ線にしたがって引けないこのため大

変苦労しているこそこで学校の胴付のこぎりを使

用させて木日がきれいに仕上がるようにした。

い 手工具だけで腰かけの部品加工をさせると,ほ

ぞ穴,ほぞなどは墨つけしたように加工ができず

大きなほぞ穴になったり,細いほぞになったりし

て組立てようとする意欲さえ湧かないで,はては

自分の作品の信頼感さえなくなり,製作学習に対

して不安感さえもつようになるのではないかと反

省させられたc

(2)機械班 (3ケ 班,18人 )

イ 丸のこ盤によるほぞの製作

。班長は丸のこ盤の点検,取扱い上の注意をし正し

い操作が出来るように班員を指導する。

。身体の位置と機械の操作について研究させる。

O木取り線とのこ刃が正確に一致するよう機械の調

節を理解させたc

O材をのこ刃におしこんで切りこむ時,静かにおし

こませ,一時に切 りこんだりして切りすぎないよ

う,測定をしながらほぞを作らせた。

Oほぞが出来て次の生徒と交代する時が危険だから

交代時などの,気のゆるんだ時,特に注意し安全

作業に心がけさせた。

反省       :
И)手工具による縦引きのむずかしさに比して,一

度に 2本の縦引きが出来るし, さらに正確に仕上

がるので,歓声をあげんばかりに喜んでいる。な

お,機械の構造や操作が習得できる点は良い。

伸)失敗については,手工具の失敗に比べて,瞬間

的に大きなあやまちを作ってしまうので,慎重に

作業をさせたc

口 角のみ盤による通しほぞの穴の製作

。一般的な注意は丸のこ盤と同じ。

。一方からほぞ穴をほると底面のt173ぞ 日の仕上りが

きたなくなるので,材を裏がえして,両面から堀

るように指導した。

。ハンドルに急激な力を加えず静かに刃先に注意し

除々に切りこませた。

反省

И)木工機械で加工する技術は習得できるが,手工

具による加工の困難の度合や,手工具による技術

の程は理解できないので手工具班が実習した内容

を余材を使用して,ほぞ,ほぞ穴をのこぎり,の

みを使って実習させた。

l「)手工具を使って作業をする場合は,の こぎりな

どに力を加えて引き切っている時でも,自分の判

断の良し悪しや,作業内容の検討などを考るゆと

りがあるが,機械班ではそれが出来ない。

レヽ 知能も劣 り,う まく段取 りができな い 生 徒 で

も,班長の適卯な指示と段取 りによって,正確に

調整された丸のこ盤 と角のみ盤を使 うことによっ

て,正確に美しく仕上げることが出来,かなり優

秀な生徒と大差ない腰かけが出来た。

(3)手工具,機械班 (3ケ 班,18人 )

イ 機械班が一通 り部品加工をするまで手工具により

ほぞの製作をさせ,続いて座板の加工に入 り,ほぞ

穴の製作は角のみ盤があくまで待たせておいた。

・指導して何を教えられたか。

(1)木材について

木材の種類や分類は指導する教師でさえ,なかなかで

きないもので,あ る材料を見てこれは何であるかは判定

に苦しむことが多い。そこで木材見本にたよって指導を

したが,技術科では木材の種類や分類を教えることより

も,製作するものの構造 と材質との関係や力学的な特性

などを中′らに指導して, どんな木材を選んだらよいかと

いうところへ指導の重点をおくことが大切であると思っ

た。

本単元の腰かけにしても, ラワン材を使ったので,の

こぎりやかんなの使用法については,ナ ラガシやカツラ

などとは使用法や仕上が りが大変ちが うことなどを, ラ

フン材 と比較して教えた。ほぞ穴を製作する際の角のみ

盤の刃先へ加える圧力の度合,ほ ぞをつ くる際に丸のこ

盤の刃先へ材料をおしつける圧力の程度などに充分注意

するよう指導した。

(2)班別学習によって何を教えられたか。

イ 班長を特別に指導しておくことの良し悪しは別と

して,班長になる生徒を特別に事前指導しておいた

ために,教師は安ιらして個人指導をすることが出来

ることはたしかである。しかし教師がすべてを班長

にまかせるのではない。イヽさい実習室で54人の生徒

を学習させるには,助手の 2名位は当然必要である。

まして木工機械が 3台 もうなっている。普通なら 3

台の木工機械の回転音だけで落着きがなくなり,仕

事にあせ りが生じてくるものである。班長制を実施

してみて授業 (製作実習)が スムースに展開するこ

とは大変よかったと思っている。作業を安全にすす

める問題にしても班長が整然とならべてまとまりの

よいグル″プ実習をしているのを,さ らに教師が監
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督指導しているので,個人の学習の段取りだけでな

く,学級全体の学習の段取りも順調にでき,指導効

果もあがったと確信している。また,班別で実習形

態を変えた結果については前にものべたが,どの班

にせよ学習計画 (製作工程)力 し`っかりたっている

ことは最大の要素 で あ るが,その基礎の上に加え

て,木工機械の構造,機能,操作を充分 に理 解 さ

せ,さ らに練習して操作になれさせたならば,製作
i 

実習はよリスムースに展開すると思った。機械使用

に際しては,機械の台教には制限があるので全員が

一斉に機械にとりくむことができないので,木取り

した材料をかかえて,10人も15人もの生徒が自分の

順番をならんで待つようなことにならないような組

織なり,グループなりをつくって実習することは必

要である。以上の
`点

に対する方策として 3つの班を

設定したのである。

・授業の進め方についての反省。

(1)事前連絡

学習係は教師と前日か2日 前に学習計画の打合せを行

ない,その内容を学級で連絡し,作業計画表を当日班長

に出す。当日の朝学習係は教師と学習上の諸 連絡 を と

る。これは教師が急に出張したり,欠勤する場合がある

ために是非必要なことである。

佗)予 鈴    (
教室移動と環境整備,班の話し合い。

役職,係は自分の責任の遂行

・安全委員 4名,電気,機械の点検を行 う

・保健,奉仕委員 4名 ,窓を開き換気に注意,

外傷治療用具,その他

(3)授 業

イ 始業の挨拶,起立して大きな声で「お願いします」

と活発に言って札をする。

口 授業終了10分前には (設置された時間により)班

長の指示で班ごとに整理する。

ハ 本時で考えさせられた事項,新 しく解決した事項

失敗した事項とその部品の説明をする。

二 教師は本時の目標に対する反省をする。

ホ 本時の学習態度の反省,特に目立った生徒をあげ

て反省しあう。

へ 次時予告,その他。授業後残留して道具を研まし

たり特別研究したい生徒の指示をする。

卜 起立,礼,「ありがとうございました」。皆が明る

い挨拶を交わして解散する。

この始業の「お願いします」と終業の「有難 う御座

いました」は学習意欲を高め,ま じめな学習態度の

育成と社会性の淘治には,極めて大切なことを痛感

し,昨年から実施している,こ のことは是ブFど この

学校でも実施されると良いと思った。

以上,未熱な私が充分わからないままに,どのような

形式で授業の流れを書いてよいのやらもわからなかった

ので,恥しい発表になりましたが,不断の苦労をして努

力していることを御認め下さい。

(愛知県稲沢市立稲沢中学校教諭)
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●板倉聖宣 。大沼正則・道家達将 0岩城正夫編

科学の秘密 ! 真理を追求する科学者の姿 ! 発明発見

の生れる情況と湧きおこる感動を生きいきと伝える科学

史の決定版 ! 従来の安直なつくり話を全くJ[し ,科学

史研究の最新の資料を駆使して語る権威ある科学読物。
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回 数学・ピタゴラスから電子計算機まで

匝]宇宙・コロンブスから人工衛星まで
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原子・デモクリトスから素粒子まで

区]電気。らしん盤からテレビジョンまで
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回 生物・家 畜 か ら 人 工 生 命 ま で

国 医学・おまじないから病気のない世界ヘ

発明発見物語全集
全 10巻



回 路 計 の 学 習

1 まえがき

本校では 1昨年より「電気の理論的事項の理解と自主

的協同学習」をテーマとして,次のように計画を立て,

男女共通の電気分野の研究に着手している。

(■ 基礎的な原理・原則を理解させるための方法

。基礎的事項の分析と,系統的な指導計画の作成

。学習整理票の作成と,適切な利用について

核)思考の場の設定と,自 主的協同学習の進め方

O学習資料プリントの利用とその活用

。実験・実習具の製作と整備

。指導計画の中に小集団活動と思考の場をおりこむ

。適切な計測と,問題′点を解決しようとする態度を

作る

1昨年度は,けい光燈と電気アイロンについての資料

プリントや学習整理票・教具を作って,どのようにして

理解を深めるかについて小集団による学習を試みた。

その結果,問題′点として

(■ 基礎的事項の理論的な裏づけを,どの範囲までや

ればよいか。理科学習との関連のもとに知識を系統

化し,組織だてねばならない。

佗)上記をもとにして思考の場を加味した学習指導計

画の細案をたてたいが,さ らに実践することによっ

て時間的な考慮から精選していかねばならない。

(3)実験 。実習 0討論などの場をどのように整理すれ

ばよいか。さらに正しい計沢1の仕方を身につけるに

はどうすればよいか。

に)授業の形態と生徒の反応に注意しながら,つねに

問題意識をもたせるように努力すべきである。 (発

向の形成・実験のしかたなど)

(5)問題点を発見し,研究しようとする態度をどう育

てればよいか。

Iθ

など今後の問題が多く残され,今 日に至っている。

2 回路計学習指導の―断面

(1)本校技術・家庭科の問題′点

。理論的事項をいかにして自主的に理解させるか。

(小集団活動と学習整理票)

。製作・実習・実験をしながら,つまずきを考えさ

せたり,計測して正確さを期するような習慣をつ

けさせるにはどうすればよいか。 (思考の場をと

りいれた系統的な指導計画と,教具の活用)

鯰)教材「回路計の使い方と配線器具の′点検」

(3)教材について

。屋内配線の回路や構成について,ひ ととおり学ん

だが,実際の場面にのぞんではほとんど自信がな

く,取扱いすら手まどうことが多いので,こ の機

会に測定器を用いて計ってみることの期待はまこ

とに大きい。

。電気学習では目に見えない電気の諸現象を,感性

にうったえながら本質的な理解を深め,さ らには

現実的理解にまで高めなければならない。回路計

は電気の諸現象を明確にするとともに,電気を量

的にとらえることのできる道具である。

O回路計は,それ自身電気現象の法則を持 ってお

り,その原理と使い方の学習は,電気学習の基本

となるので,次の学習単元へ発展するためにも,

十分身につけさせることがたいせつである。

(4)オ旨導目標

。回路計の使用法を理解させる。

。回ril計の原理・構造について理解させる。

。回路計を目的別に正しく使用しようとする態度・

習慣を養う。

(5)指導計画

田 辺 長 信
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Ｆ

。電気回路と回路計のはたらき・扱い方

O抵抗計として使い方(抵抗の計 り方)

C直流電流・直流電圧の計 り方

C交流電圧の計 り方と配線器具の導通試験

。回路計のしくみについて (原理と構造)

16)本時の指導

A 本時の目標

る 。

。抵抗の計 り方を理解し,正しい数値をよみとら

学習内容 予想される学習活動    | 指 導 上 の 留 意 点

課題について っ班でお互いに見せ合ってたしかめ|。

せる。

O抵抗を計 りながら,電流や電圧との関係につい

て考えさせる。

B 本時の予習課題

。懐中電燈の回路図を書き,オ ームの法則から電

流や抵抗値を考えてみよう。

・抵抗のつなぎ方についてしらべてくる。  .
C 学習指導の展開

(3年 1組 男25名 ,女21名 )

1 資料・その他

1時間

1時間

(本時)

1時間

1時間

2時間
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腰
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験
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ら
紳
］
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錨

方

線

り

鉄

計

・
球

の

線
電

抗

銅
豆

0。                              |

」]警:をi31:き曾よ針の動き
|

を考察する。 (線・豆電球)

2つ の現象のちがいについて考え,|

や計算値が正

せる。
い方 (レ ンジ

えているか。
の動きはどう

が正しくでき

回路に気づか

導通テス ト

抵抗値 の沢l定

流の大きさと指針のふれ

値によって)

電流の流れて

電源のある抵

て話 し合 う。

(5分 )

(10分)

(15分)

学習整理票 (10分)

(10分 )

{曇義基抵抗
話し合 う。          |

。抵抗を 1つ 1つ計ってみる。   |°
長峯意事を,｀

えて抵抗値をよみとる
|

誓言1::｀
て整理し, 2つの現象を

|:

期窯]:?ぷ「
日ま

"し
てお

1。

骨:]]:][[][[』I[];|

まとめ

次時の予告

D 復習課題

。測定した抵抗値について,抵抗計としての回路

図を書いてみよう。

・ 抵抗の計 り方について,正しい順序を書いて,

たしかめる。

E 次時の予習課題

C豆電球を2つつないだ回路をつくり,その明る

さや電流について考えてみよう。

3 結果の反省について

(1)授業の流れは実験―→観察―→計沢1-→考察―→

整理一→発展の順序をと思って進めてみたが,ゆ っ

くり考えさせ,原則を見い出させる時間が少なかっ

たので,複雑なつなぎ方は整理票により計沢lしただ

けで終ったクラスもでてきた。

(2)2年生での電気学習 (理科)で実験が少なかった

のか,つなぎ方や計算によって抵抗値を求めること

が,案外手間どり班ごとのまとまりが遅れた。

(3)資料は予習・復習課題の参考として活 用 す るほ

か,重要な事項については授業時間にも活用し,実
験結果のまとめとしてよく読んでたしかめるように

しているが忘れた り,な くした りすることがあるの

で困っている。

(4)男女共学で学習するので,女子は関心 も うす い

し,電気の取扱いになれていないことから,女子の

学習が身に入らないように思われたが,か えって仲

よく教えあい,討論をしているような状況で,心配は

まったくなかった。女子が リー ドして準備した り,

資材やは り物を作った りするクラスが多かった。

(5)6～ 7名 の小集団(班 )の まとま りが,実験にも,

問題解決や学習整理にも大へん役立って 、ヽる よ う

で,今後は復習や予習課題の設定も班ごとに出し合

い,こ れを整理してまとめるようにしむけ,自 主・

協同の学習を深めていきたい。

◇ 学習整理票の一部を参考までにのせます。

学習整理票 No.2(3年 )

I 懐中電燈の配線図 (回路図)をかいてみよう。
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(左の例にならって右にかく)

Ⅱ 次の( )の 中に適当なことばを入れなさい

回路に流れる電流は,電圧が一定ならば回路の(

に反比例し,ま た回路の抵抗が一定ならば( )に (

する。

Ⅵ 抵抗盤の抵抗を沢1っ てみよう。

300Ω

b。導 3れ b,
3kΩ

30kΩ

(1)a,b,C,dの 抵抗の実測値を

記録する。

里
電
球

[I壼。
])

答 (

10V

R‐ 回路計 (テ スタ)の はたしき――(  )の中 に答

を入れなさい。

回路計の内部にあるものは′メータ (直流電流計)の外

(  ),(  ),(  ),可変抵抗器などで,こ れらの組

み合わせで,①(  ),②(  ),③(  ),④(  )
計としての役 目をするほか,(
どにも用いられる。

)試験,(絶縁)試験な

Ⅲ 下図の回Illで10Vの電圧をかけて ,

mAにするには,抵抗の大きさをいく

か。計算して答えなさい。

｀(  式 )

(

(OΩ 調節器 )

r

71(a)

(3)上記(2)に 抵抗 Cを直列をつないで測ってみよう。

i革ヒ⇒|ユ1興
|

Ⅶ 上記9),(3)の場合を考えて,抵抗計としての回路図

を書いてみよう。

〔a,b並列接続の場合〕 〔a,b並列, C直列接続の
場合〕

(回路計内の電源電圧 1.5Vと して電流を考えてみよ

う……発展問題)

Ⅷ 抵抗の計 り方について,正しい順序にまとめてみよ

う。

C

C

③

④

Ⅸ 次の図をみて考えよう。

・ 明るさがどうか

2つつないだらどうか

・明るさはどうか

・電流はどう変るか

(豆電球 2つの抵抗として)

(2)a,bの並列接続したものを測ってみる(C,dに
ついても測ってみる)

豊=升十分
(γ l=γ 2

の とき)

R=L
2すなわち,導体に流れる電流は(

に反比例する抵抗の値が一定ならば,

ば,流れる電流は(  )6

1炉 i llII I=(  )

V 回路計の名称をいれなさいc

)に比例し,

電圧が大き

E=(

流れる電流を 1

らにすればよい

|  )・

ヽ
ノ

れな

炉
↑
＾

里
¨
、リ

‰(a)

2θ

ヽ
＼ alb d

標示値
|

|

実測値

a～ bl l

=ll l

ヽ 定測
値

計算
値



曇歴測定値

・Ctl⊃→

学 習 整 理 票 No.3

1 抵抗盤の電池をはかってみよう。

じ電池の直列接続のと

き

ノ2

-l ----J r-
E:lt*lz

(注意)

。テスタのレンジをD.C.Vに し(十 ),(― )を 間違え

ないこと。

C電池の並列接続のとき

・直列抵抗(R)の 値をかえると測定範囲がかわる。

・直列抵抗(R)を倍率器という。

・R2,R3の 植を計算してみよう。

◇回路計取扱上の注意

1・ 沢l定 の際はその都度使用レンジを確認すること

また抵抗レンジあるいは電流レンジで電圧を沢l定す

るとメータが焼損する恐れがあります。

2.電圧,電流値が不明の時は,必ず高いレンジから

測定すること

3.電流測定の時は必ず極性に注意する。また回路・D

抵抗沢l定 の際は,電源を切 リコンデンサを放電して

から行なって下さい。

(直流電圧の際も極性に注意する)

4.測定中にレンジを切 り換える時は,テ ストリード

を回路からはずして行って下さい。

RI 回路計を用いて導通試験をするときの次の操作を,

正しい順序に並べなさい。  '
1.2本のテスト棒を短絡する。

2.本のテスト棒の先端を測ろうとする2点にあてる

3.赤色プラグ,黒色プラグをそれぞれの端子にさし

こみ,抵抗が沢1定できるようにする。

4.そのままで,指針が OΩ をさすようにつまみを回

す。

⊂ い 順 駒
1答 |||||

V 回路計を取 り扱う上に,必要な次の文字を下から選

びなさい。

①DCV ②ACV ③OHMS CDCmA
ooΩ ADJ ⑥μA ⑦ lMΩ ③∞Ω

ア.1万オーム イ.抵抗 ウ.直流電圧

工.100万オーム オ.ゼ ロォーム調整

力・ 直流 ミリアンペア キ.交流電圧

ク・ 無限大オーム ケ.百万分の 1ア ンペア

C(  )② (  )③ (  )④ (  )C(
⑥(  )⑦ (  )③ (  )

Ⅵ 回路計の OΩ調整は,次のア～工のうち,どんな場

合に必要ですか。その符号を選びなさい。答 (  レ

ア・乾電池の電圧を知 りたい

イ.豆ランプに流れる電流を知る

ウ.ニ クロム線の抵抗を知る

工・ 電燈線の電圧を測る

C電池のホルダケースをどうして改良すればよいか。

並べ方をどのようにすればよいか。

。以上の測定からどのレンジがよいかその理由はどうか

Ⅱ 電流の浜l定 (DoCmA)

上

_上

|

・左の図で電流沢l定 をすると

き,テ ス ト棒の左右どちら

を(十 )に したらよいか。

・測定前にオームの法則を利

用して計算せよ。

I=E/R(ただしEの値は,

3ボ ル トとする,Rの値は

300Ω ,3K Ω,30K Ω)

計算値 I=E/RI実 沢1値

axrrh 
I

*^l mA

mAl  mA

mAI mA

Ⅲ 倍 率 器

if最大目盛 lmA ・左図において電流計の最大

目盛lmA。 内部抵抗 50Ω

の場合10Vま で測定するに

は直列抵抗 (Rl)の値をい

くらにしたらよ い か 考 え

る。

1接続する抵抗
|

a, b並 列
合成抵抗 )

示

圧 沢1定

″
一″

レ
　
一　
レ

魂

内部抵抗 50Ω



ν 最 大 目盛  lmA

8 1ooV

凡

10ヽ
:

`Rl,R3の 値 を計算 してみ よう。

R2・・………・(    )
R3.・ ……….(    )

20k Ω

学習整理票 No.4
。左図において電流計の最大

目盛 lm A,内 部抵抗50Ω

の場合,10Vま で測定する

には直列抵抗 Rlの値をい

くらにしたらよいか。

。直列抵抗(R)の値をかえる

と測定範囲がかわる

。直列抵抗(R)を |  という

を回して,図のようにテスト棒の先を接触させたとき

の電流を加滅する。

C図 のようにOΩ調整をしたとき,電池の電圧を1.5V,

回路計の内部の抵抗を 3K Ωとすると,回路の電流は

いくらになるか。

。また,テ スト棒の先に 3K Ωの抵抗を接続すると,電

流計の指針はどこまで振れるか。

。左図のような交

流電圧計に接続

C交流電圧の極性が図のAの ようになったときの電流の

向きを実線の矢じるしで記入しなさい。

。また,Bの ように極性が反対になると,電流はどう流

れるか。破線の矢じるしで記入しなさい。

cRの 抵抗を| |と いう。

下図のように電球 Lに流れる電流と加わっている電圧

を沢1ろ うとするとき,電流計と電圧計の接続のしかた

は,ア ～工のどれが正しいか。    (    )

|          
¨ Ωであったとすると,最

大 lmAの電流まではかることができる。

。このようにつないだ抵抗Rを |  という。

。最大 3m Aま ではかれるようにするには,Rの抵抗を

何オームにすればよいか。

R(    )

R

メータに直列に19.5K Ωの抵

抗をつないでおくと,外部か

ら端子に10Vの電圧を加えた

とき

I=鵞 =QКmめ の

゛ y/へ、/―

SO-OO tg' SkO +

電流が流れてちようど最大 目盛 りを指示するから,10
Vレ ンジの直流電圧計 となる。

C直列にした抵抗Rの ことを| |と いい,こ れを切 りか

えることによっていろいろなレンジの電圧計となる。

o250Vレ ンジの直流電圧計にするには, 直流に何オー

ムの抵抗Rを接続したらよいか。   (    )
Tヽ   M

I・v

―

―

一 一 ―

・

9-―
―

~~~~―

上図のRVは oΩ調整用の可変抵抗器で,こ のつまみ

☆         ☆

|_l土|三革
=ン

I

Ⅵ a菖
呻

∽
車園

Qはどのよりこなるか。矢じ
るしで示しなさい。

Ca, bに 流れる電流はそれぞれ上 , 下どちらの方向に

流れることになるか。

a( ), b(  )
Cコ イルが, aの ようなときはどちらの方に力をうけて

運動をおこすか。 bの場合も考えて矢じるしで示しな

さい。

ra, bの 位置において,一定の規則で力が生じるが ,

これを何の法則というか。 (    )
(富 山市大泉中学校教諭)

◎

☆☆
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電 源 回路 指 導 の実
一一副

1.  は じ め に

技術学習の本質的なねらいが,既存の素材をわれわれ

の製作目的に応じて組み合せ,新 しい機能を生みだすよ

うな実践的能力 (総合力,結合力,判断力の)養成にあ

ることは,しばしば論ぜられ,誰 しも異存のないところ

であるが,ひ とたび毎日の授業実践にたちかえって考え

てみると,こ のような本質を 1時間の授業にどのように

具体化するかという点で,しばし行きずまりを感ずるこ

とが多い。相変らずの技能の伝達に追われて,教えこむ

授業に熱中していた り,理解させよう,わからせようと

いう意識がさきばしって,生徒の主体的な創造力や思考

力をかえって阻害するような指導場面を設定していたこ

とを深く反省するものである。

フジ
_主学習Ftt′ 回路要素陸 つままた2さ を翠解し,

目的に応じて, これらのはたらきを,組み合せ応用する

こごだユψ意図を実現させる酵 と実践の能力を身セこつ

けさせることなねらいとLているが_理論と実践を統一

的に把握させる指導は非常 にむ ず かしく,あ る場合に

は,製作組立に追われて学習が単なるはんだづけの練習

になった り,ま た時には,原理や原則を重視 す るあ ま

り,回路要素や回路のはたらきについての理解を中心と

した理科的な授業が展開され,そ こには,こ の教科が本

来ねらうべき,技術的な思考を十分にはたらかせる機会

の非常に乏しい指導がなされてきたように思う。

技術的な思考の伸長は,そのような思考の機会をより

多く与えることによりはじめて期待できる。

ここではこのような反省の上にたって,ラ ジォ学習指

導を実践した記録の中から電源回路をとりあげ,ど のよ

うな指導場面でどのように思考させたかを報告し,諸先

輩の御批判を得たいと思う。

2.授 業過程についての基本的な考え方

技術学習で最も重点をおいて指導すべき点は,製作意

図 (目 的)を具現する方法や手段を,生徒が主体的,発

見的にみつけだすことができるような能力を身につけさ

せることにある ことは前述の通 りである。科学的な原

理や法則の認識にもとずき,製作目的を達成するための ´

素材結合の方法を洞察し,よ り合理的なものを判断し,

選択できるような状態に生徒を導びいてい くことにあ

る。木工や金工などの製作教材では,設計―製図―製作

―評価反省という一貫した技術の体系にそった指導が展

開できるのであるが,電気教材では既製の電気機器を素

材とする関係上,それらの機器の中に適用されている原

理や法則を抽出し,理解させるといった角度からの学習

指導が一般的で,原理の理解に重′点がおかれるためどう

しても,創造的な思考のうすい学習場面の設定とならざ

るを得ないっ

そこで生徒をして主体的な思考をさせるためには,製

作目的に応じた電気回路を,生徒自身が,既有の経験や

知識,更に新たに獲得した能力をもとにして生みださせ

るような授業過程がくふうされなければならない。

回路のはたらきがわかったら,そのはたらきを満足さ

せるために,どんな部品をどのように結合したらよいか

予想 (設計)させ配線図を考えさせる過程を通して回路

についての見方,考え方を養い更に配線図を検証する立

場より回路の組立製作を実践することにより,電気学の

中にある,基礎的な原理や法則がどのように適用され,

総合されて電気機器が生みだされたかを実証的にとらえ

るような角度からの学習が技術学習の本質にせまる方向

といえるのではあるまいか。
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3.電 源回路学習計画の概要

授業過程の基本的立場にそくして電源回路の指導計画

の概要を記すと次のようになる。

段 階 学 習 問 題 時間

|

10必要な電源を得 るに 1ままど うした らよ|

歳ギÅ〕了■

2Ttt」…
星な詢ぼだ

卜巧
|

んな部
2.51

4.本 時指導の実際

11)学習問題  電源回路を作るには,部品をどのよ

うに結合したらよいか。  2時 間

(2)本時の目標 回路要素の働 きから,回路部品の結

合のしかたを考え,電源回路の結線図

がかける。

(3)指導上の留意点

C 本時のねらいは,回路要素個々の働きを理解し,

目的に応じて, これらの働きを組み合わせることに

より,意図を具現させる思考を身につけさせること

にある。したがって,学習場面の設定は,意図の内

容を的確に把握させることを出発′点として, このね

らいに到達するようにくふうする。

② 回路要素の働きをどう指導するかは,本時の成否

を決定する重要なポイン トである。部品や回路の働

きは教具をくふう活用することにより具体的感覚的

に理解させるようにする。

③ 理論と実践が遊離しないよう仮説をたてさせ,そ

れを逐次実証しつつ理解を深める。

④ 結線図はフリーハン ドで記号図で簡明にかかせ混

乱をさける。

⑤ 結線図の構成 (巨1路構成)が物まねや,偶然の結

果にならないよう,理論 と結びつけていくように指

導する。

回路部品,個 々の働 きについて

分析的に学習 してきた生徒には ,

ともすれば,電源回路の働 きや ,

全体的なつなが りを忘れている も

のがあるので,左記の表を提示 し

てその内容を確認 した。 この結果

電源回路の概観ができ,意欲を持

って部品の結線法を考えるよ うに

する方向に学習が進行 した。学習

の進め方について も,表 の内容か

ら必然的に(1)電源 と電源 トランス

の結線,(2)電源 トランスと整流管

の結線,(3)コ ンデンサ,抵抗の結

線の順序で進めれば よい ことがわ

か った。

一
目

握
作
咄

製

的

一圏
一※

0回路部品はどんなしくみや,は たら

きをもっているか。

。回路部品が故障 したらどうなるだろ
|

うか。          |

!_Jで かこった部分が本時であるc

開

学  習 場  面

1.本 時学習内容の確

認。

。電源回路の働 きに

ついて想起する。

。回路部品の機能か

ら回路全体の関連

を分析 し表にまと

める。

2.学 習の進め方につ

いて話 しあ う。

果結導導

。本時は,電源回路の結線図をつ くることを確認

し板書するc

O電源回路部品とその関連を概観させるため次図

を掲示し | :)内 の内容を考えさせることによ

り,電源回路の製作意図,部 品の働き,部 品の

つながりについて整理しまとめる。

|     

′
::三  .I原       [≡ ]   I:::     |

「  、 |、 AC
AC
100 「ヽ→

|→言V→ ()

上lil:)(

。上の表の内容から結線を考えてい く順序につい

て考えさせ,表の左の方から右の方へ順次学習

を進めてい くことを確認する。
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。次の図のような電源回路の部品図を掲示し,電
源,電源 トランスについて 1次巻線, 2次巻線

の区別,端子電圧をいわせた うえで結線を考え

，
せ

線

線

わ

結

巻

い

に

次
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易
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圧

容

，
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が

に

子
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全
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巻

で

単

次

の

一　
　
２

た

O配線図に したが っ

作 しよ う。

電源回路を製



路図に記入する。

4.電 1原 トラソスと整

流管,負荷抵抗はど

のように結線したら

よいか,研 究し回路

図にか く.

C整流管を働かせる

ため の 条 件 の確

認 っ

。5V端子 と整流管

のフ ィラメン トの

結合法。

o230V端 子 と整流

管 と負荷抵抗の結

合法 3

Э整流回路の結線法

の考案。
。考案したlEl人案を

発表しあい,全体

て検討する。

させる。生徒にけ 下図と同じプリントを配布

し記入させる。

。スイッチ, ヒューズの入れ場所はここでは問題

にせず,結線が完了してから最良の場所を選ん

10[]!][]警匡詈な量憔ilT峰 iごfyfご

|__■ _主 主 望 21_______一
一 一 一 一 一

―

。整流管を働かせるためには,熱電子が必要な こ

とを想起 させた うえで,熱 電子を発生させるた

めの トランスとフィラメン トとの接続法を考え

させ,回路図に記入させる。

。掲示された図について,整流管の規格及び整流

条件を次の角度から確認する。

・ 負荷抵抗 (真空管のプレート

流す整流された電流の方向。

・整流管内の電子の動きとプレ

・電子の動きと電流の方向。

o230V端 子の起電力の状態。

この話しあいから回路図に矢印で真空管内にお

ける電子の動き,電流の方向,負荷抵抗に流れ

る電流 (直流)の 向きと極性を記入する。

―

ゝ

く
，

７

１

簿
ｇ
暑
」
∈

⊃。３
ゴ
Ｊ

カソー ド間)に

― 卜電圧。

0整流回路の結線法を考案させる。

O各個人の案を順次発表させ黒板に板 書 整 理 す

る。下記のような案がでるものと予想されるの

で模造紙にあらかじめかいて準備しておき掲示

する。

①       ②

曜|

|IEII」::::
③

霧

耀LelI:
。結線が思いつきや偶然の結果にならないように

回路要素の働き,原理を追わせながら考えさせ

るこの場合,フ ィラメントを加熱する回路は別

のしかたを考えることができた。

掲示された記号図について, フ

ィラメン トを加熱するための回路

を考えさせる。

。 整流管のフ ィラメン ト電圧を

想起させたので,全 員結線法がわ

か った。次いで整流回路の結線法

を考えさせる。基礎条件 として左

記事項を確認 し,方 向づけをした

うえで考えさせた。

整流回路は,整流管―一 電源 ト

ランスーー負荷抵抗 とい う三者の

結 合なので,結線には相当の抵抗

があった。 7分 間の個人思考を経

て結果を発表させた。発表 された

回路 とその人数の割合は次のよ う

であった。( )内 は%を しめす。

①23名 (54%)② l名 (2%)③
4名 (10%)④ 7名 (16%)⑤ 5

名 (12%)

elЭ案は並ダ1回路で,生徒の集団

討議により「負荷に交流が流れ,

整流できない」ことが確 認され

た。①②④は直列回路であり,回

路としてはどれも正しいが,②案

は整流条件にあわない。④案は配

線がすっきりしないなどの意見に

より①案におちつく。このような

場面設定によって,生徒の思考活

動はいよいよ盛りあがり,真空管

内の電子の動きや,回路に流れる

電流の方向から,な んとかして整

流回路を生みだそうと努力する姿

がみえたことは大変よかった。

討議中「プレートに電圧がかか

る」ということと,「負荷に電流

が流れる」ということとの間に混

乱がみられ,電流と電圧の差異に
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個のものであることを指導しておかないと混乱

するおそれがある。
O個人案の出そろった所で, どれがよいか検討し

直列回路でないと整流しないことを確認する。

|

|

|

5.整 流回 路 を検 討

し, この回路によっ

て得られる電流を予

想し検証する。

6.脈 流を平滑にする

には,電解 コンデン

サを どのよ うに結合

した らよ い か 考 え

る。

7.電 解 コンデンサを

接続すると,ハ ム音

や脈流波形がどのよ

うにかわるか検証実

験をする。

。回路の働きを確認し,負荷抵抗に 流 れ る電流

が,脈 流であることを予想させる。
。「 このような電流を各真空管に流し, ラジオを

働かせた場合どうなるか」 と問い,脈流がその

ままでは実用にならないことを予想した うえで

検証実験をする。

・ パネル式ラジオ (ペ ニヤ 1枚に記号図通 りにわ

かりやす く配線したもの)を使用し,ハ ム音を

きかせ,オ シロスコープで波形を観察させる。

電源 トランスの 1次側, 2次 aliの 端子電圧波形

も観察させ,比較する。

|。
埜 流 回 路 と い :

1 性を確認する。

。脈流では,実用にならないことがわ か っ た の

で,脈流を直流にするにはどうしたらよいか問

題にし,平滑 コンデンサ,平滑抵抗の必要なこ

とを指導する。
O電解 コンデンサの働きを想起させ,結合法を考

えさせる。
O各 自の案を発表させ,板書整理するc次のよう

な案がでるものと予想される。

O回路を検討させ並列に接続することがよいこと

を確認する。
。前記パネルラジオの整流回路に電解 コンデンサ

をつけたり,は ずしたりして,ハ ム音の変化を

聞かせながら,同時にオシロスコープで波形の

変化を観察させる。

握
　
ｏ

把

た

の

し

体

感

実

痛

力

を

能

と

な

こ

的

二′一

礎
　
つ

基

あ

の
　
の

デヽ
　
Ｏ゙

い

甘

つ
　
に

視覚と聴覚に訴えた, この検証

実験は,生徒の予想をなまなまし

く実証 してくれたので,生徒の顔

には驚きと喜こびの交錯した意欲

的な雰囲気が うかがえた。 この実

験により回路で得られる電流は脈

流であ り, このままでは実用にな

らないことがよく理解でき,次 の

学習への問題把握が必然的になさ

れた。

コンデンサの充放電作用,交流

に対する性質を想起させた うえで

接続個所を考えさせた。生徒の考

えた配線図は⑥が38名 (88%)⑦
が 4名 (9%)そ の他 1名 (2%)
であった。前時における教具によ

る平滑実験が良かったためか,①
案が圧倒的に多く,②,③案の誤

りはコンデンサの性質からすぐ発

見できた。 コンデンサによる平滑

作用の検証実験は前の項同様,波
形観察と′ヽム音の聴取により具体

的に理解できたc

8.脈 流をさらに平滑

にするためにはチ ョ

ークコイル (抵抗)

を ど う結合 したらよ

いか考える。

。脈流を平滑にするために平滑抵抗をつなぐ必然

性について,生徒には理解困難なので,他 の回

路への発展も考慮して「脈流は直流分に交流分

が重なったものである」という概念を教え, コ

ンデンサの平滑作用に補足説明をあたえる。
O抵抗については,最初低周波チ ョークとして回

路構成を考えさせ,抵抗はその代用品 として使

えることを検証実験に より確認する。

。低周波チョ

ルと抵抗 と

い 。

―クコイ

の ち が

。低周波チョークの性質を想起し「 コイルをどの

ように結合すれば交流分をス トップしてコンデ

ンサにバイパスさせ負荷に直流分をとりだすこ

とができるか」と問い回路構成をさせる。
。結合場所を発表させ整理する。負荷抵抗に直列

に接続すればよいことを確認し,前 同様検証実

験をみせる。

低周波チ ョークと抵抗のちがいを比較 して実験

し低周波チョークのよさを感得させる。
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コンデンサの平滑作用を充電放

電作用のみで理解させた場合,抵
抗を接続する意味がよく理解され

ない。そこで脈流についての新し

い概念をあたえ,「 コンデンサの

充放電による平滑作用は交流を短

絡させることにより直流分をとり

だすことと同じである」 ことを指

導した。 これにより,チ ョークコ

イル (抵抗)の接続場所はほとん

の生徒がただちに選定できた。

検証実験 も効果的であった。チ

ョークコイルと抵抗 との差異をわ

か りやすく理解させることは,な
かなか困難であるが波形の変化と

出力電圧 (波 形 の振 幅,直流電

圧)の ちがいを両者について比較



9・ 平滑 コンデンサ抵

抗の値は どの くらい

が よいか調べる。

。平滑回路とい う名称を指導する。

。平滑能率とコンデンサの容量,抵抗の値につい

て話しあわせ,平滑能率は両者の値が大きいほ

ど良いことを予想させる。ついで両者の値を極

端に大きくした場合の障害点についても話しあ

いさせる。
。両者の値は実験によって選定 す る よ う指導す

る。

O波形観察とハム音,受信音の状態から,20`α F,

3KΩ 内外のものがよいことを確認させる。
O配線図に平滑抵抗の値・ ワット数, コンデンサ

の容量・耐圧,ス イッチ, ヒューズを記入し電

源回路の配線図を完成させる。できた配線図を

教科書のものと比較させる。

とは効果的であったよう

平滑能率と容量値,抵抗値の関

係については,容易に予想できた

が,具体的な数字を算出すること

には無理があるので波形観察とハ

ム音,受信音を各値について実沢I

し, よいものを選定するようにし

た。 この結果平滑能率は,両者の

値が大きいほどよいが,抵抗値を

大きくしすぎると出力電圧が降下

し,受信音が小さくなることが具

体的に理解できた。

10・ 波形の変化を中′い

にして回路のはたら

きを整理する。

11.目 的の電源が得ら

れたかどうか確認す

る。

O配線図に波形の変化を記入させる。
O真空管に必要な電源が得られたかどうか,電圧

について検討する。

AC o6.3V   D C o180v
o3KΩ の抵抗による電圧降下を計算させ目的の

電源が得られたことを確認させる。

5。 反省と今後の問題

(1)製作目的に応じて,電気回路を積極的に創造し,改

造できるような設計的能力の養成を,電気学習の最終

的なねらいとして,そ の具体的展開を電源回路の学習

を素材として実践したが,生徒は電源回路の製作図を

基底として,過去の経験や,前時までの回路部品の働

きを,製作目的にどのように結びつけていけばよいか

整流回路や平滑回路を積極的に生夕だ夕 とする音欲

がみられ効果的であ2ム。又理論の追求による仮説の

設定 (結線図の考案)と 実証実験とを平行して指導し

たことは理論と実践とを統一的に把握させる上からも

効果的であった。回路構成の学習では,理論と実践と

を密着させた形で進めていくことがたいせつで,問題

をできるだけ細分化すると共に理論―一実証一―理論

――実証と積み重ねていく指導が大切である。

(2)本時の指導では,整流回路の構成学習に最も抵抗が

ある。ここでは負荷に整流された電流をどう流すか,

負荷に流れる電流の極性を規制して思考条件を縮少す

ると共に,整流管のプレートに加える電圧と,それに

よって熱電子をどのようにとばせることがよいかを具

体的に条件規制をした上で,結線法を考案させたので

思考が焦点化されて構成過程に混舌しが少なかった。し

かし上位生の一部に,「電圧がかかる」ということと

「電流が流れる」ということにつ い て混乱がみられ

た。これは理科学習に関連する問題であるが, この差

異が明確につかまれていないと電 気学 習は進展しな

い。本単元に入る前にどこかで具体的,感覚的に理解

させるためのくふうの必要を痛感した。

(3)脈流の指導については,検波回路,増幅回路への転

移適用力の養成という立場より,「脈流=直流十交流」

という概念を導入したが,平滑回路の構成がきわめて

自然に進行したことや, 目的に応じて,チ ョークコイ

ルやコンデンサの働きがいくらでも利用できるように

なったことは,こ の考え方の誤 りでなかったことを示

すものである。

(4)平滑回路になぜ抵抗が直列に接続されるかという間

題は生徒の抵抗の性質に関する既有知識ではほとんど

解決できない問題である。本時では,チ ョークコイル

として回路構成を考えさせた上で,その代用品として

抵抗を位置づけるようにした。チヨークコイルと抵抗

のちがいは交通回路を理解させる上で重要なポイント

になるのでどこかで重点的な指導が必要である。本時

のような方法でもある程度具体的に指導できると思わ

オしる。

(5)平滑回路の容量値,抵抗値を理論的に算出すること

は,生徒の実態より考えて無理がある。本時では,各

種のコンデンサ,抵抗について,波形観察,受信音,

ハム音,出力電圧を比較して実験結果より適切なもの

を選定させる立場をとった。いずれにせよ,単にこれ
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らの数値を教師側からおしつけるのでなく,それらが

どのような理論的根拠や実験の裏づけによって選定さ

れたかを考えさせるような指導が大切である。

16)回路構成の学習では,部品個々の働きをつかませる

指導も大切であるが,それと同時に,回路部品がどう

結合されて,働きを構成しているか,回 F・|と しての見

方や考え方を育てるよう指導する必要がある。これに

より電気回路の基本形は直列接続でありそれぞれの接

続法における,電流,電圧配分,抵抗の大きさなどが

理解できるように指導すべきである。本時では,あ ら

ゆる場面で,こ の点に留意して実践した。

(長 野市西部中学校教論)

第15次全国教研家庭科分科会に参加 して

福島で開かれた今次教研にはじめて参加した私にとっ

て,全国にこんなにたくさんのすばらしい教師たちが,

真め教育をめざして毎日,斗 っていることをしって,す

ごくはげましになりました。21の分科会にわかれて,熱

心な討論が展開されました。家庭科分科会は,福島市内

の女子高校で行なわれ,粉雪が降り寒い毎日でしたが,

100名 あまりの参加者は, 4日 間にわたり, 熱心に討論

をくりひろげました。その内容の概要を紹介 いた しま

す。

1.教育の現場や地域の生活はどうなっているか

正しい教育を行なおうとする教師に対する攻撃はます

ますはげしくなっていってます。 文部教研の押 しつ け

に,苦しんでいる教師,雑務におわれて,1日 が終ると何

にもしたくないくらいぐったりと疲れてしまう。その中

で,考えること,し やべることをしないような教師がふ

えてきています。低賃金,失業の中で共稼ぎや出稼ぎが

全国的な勢いで増加している。母親不在の家庭があちこ

ちにみられ,本来は,家族の団らんの場である家庭は,

ばらばらにされ,家庭の機能を失 つてきている。まった

く生活は破壊されている。子どもたちを,進学体制,テ

スト体制の中に押しこんでますます差別をはげしくして

いっている。こんな中で,子 どもたちは,子 どもらしさ

を失ない,考えることをめんどうがる子どもになってき

ています。

2.生活や教育の荒廃をもたらすものはなにか

こうした生活の破壊,教育の荒廃をもたらすものは,

米国に従属しながら, うまい汁をすっているひとにぎり

の独占資本家と,わが国を極東の軍事基地にしているア

メリカ帝国主義なのです。

3.生活の現実と家庭科教育は,ど うかわるか

私たちのめざす家庭科教育は,子 どもたちがおかれて

いる現実に深 く根ざして,そ こを出発点にして行なわれ

なくてはならない。それは,子 どもや親の要求に答える

ものでなくてはならない。その要求は,教材であれをや

りたい, これをや りたいとの選択でなく,子 ど もた ち

が,そ して親たちがもっている人間らしく生きたい。差

別された くないという真の要求に根ざし行なわれなくて

はいけない。この要求を,勝ちとるためには,小 さな教

室の中にとじこもっていたのではできない。広 く地域の

人びとと結びついた生きた教育でなくてはならない。

4.教 育の軍国主義化と家庭科教育

“家庭科の分科会で,軍国主義を取 り上げるなんて"と

いう意見が出された。しかし,現実に軍国主義教育がど

んどん,巧妙な型で進められてきている。教科書の検定

そして国定化, 日を開かなくなった教師,差別や分裂 ,

正当な権利と要求に対する弾圧等, これらがまさに軍国

主義のあらわれなのです。家庭科教育においても,こ れ

をはねのけることは,当面の緊急な課題です。

私たち教師が子どもと父母 とそして地域の働 く人びと

と手をにぎりあって,教育運動を組織し,実践していか

なければならないのです。軍国主義をはねのける実践報

告の 1例 として,私の実践を 5月 号に紹介 しました。

5。 本年度の課題

(1)家庭科というわ くをはずして,教育全体の中で ,

家庭科教育を考える。

(2)家庭科教育を歴史の中で考えていこう。

(粟 竹捷子)
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3球ラジオ電源回路の指導 と反省

新 市田寺

3球ラジォの学習はラジォについての回路要素の研究

を通じて回路を構成している各部品の研究と電気回路の

基礎的技術を習得することにより近代技術を活用する能

力を養うことが大きなねらいであると思う。このような

観点に立って電源回路の学習指導の実際とその反省事項

を列挙し,御批判と御指導をお願いしたい。

1・ 題 材 名  交流式 3球ラジオの電源回路

2.指導目標

① 電源回E・Bの正しい働きを理解させる

② 電源回路は電燈線,変圧,整流,平滑回路から

構成されていることを理解させる。

③ 部品検査の正しい方法を理解させる。

④ 電源回路の原理を理解させる。

⑤ 部品の配置と配線の関係を理解させる。

⑥ 回路計, メガー,ォ シロスコープを正しく使用

する。          .

段 階 学習内容 |

導 入

⑦ ハンダレスラジオで基礎を正確に理解させ,次

のラジォ組立の発展に役立たせる。

③ 物事を感覚に頼らず測定器で科学的に沢1定する

態度習
l資

を養う。

⑨ 協調的生活態度を養 う。

3.指 導 計 画

① 電源回路の働きと原理

② 電源回路に使用される主なる部品

③ 電源回路の組立

。部品検査 (ト ランス,電解 コンデンサ

抵抗)

。部品配置

。配線 (ハ ンダレス)

o配線の点検

。電源回路の試験 と観察

4。 本時の展開 (2時間扱い)

1時 FFT

噴
間 1指 導 上 の 留 意 点 1資 料

}1時間

本時の学

習につい

て話す

。前時までの復習をする

。本時の学習内容を確認 し発表 させ

る

5 分
|°

ξ
名して発表させるようにす

1摯

警顧
,

電源の回

路の働き

主な部品

の種類

。電源回路はなぜ必要なのか考え発

表させる
。板書事項

○真空管の働き 交流
す
直流

整流
。電源回路には どんな部品が使用 さ

れているか実体配線図を見て考え

させる

。要点を黒板にまとめてか く。

。実体配線図と記号配線図を対

比させながら考えさせる。

教科書,参考図
圭

実体配線図,記
号配線図

85  ′)
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展 開

θθ

回路構成

(電灯線

回路)

(変圧器

回路 )

(整流回

路 )

(平滑回

路)

電源回路

の原理

整流作用

のまとめ

3球 式 ラ ジ オ の 実 体 配 線 図

亀

花

Ｅ

実物を標示しシンボルを板書する。
O電燈線回路はどこまでの回路を言

うか, ノートする。

O変圧器はどんな働きをする器具か

復習する。
。整流管の働きを復習する。
。コンデンサの働きについては前時
の復習をする。

。実体配線図に電源を入れオシロス

コープでその波形を観察する。
・交流波曲線 (電燈線回路)

・ 2極管による整流回路をオシロ

スコープで観察する。

・ 平滑回路のコンデンサ 1個 を接

続したときの波形を観察する (ノ

コギリ波の観察)

・平滑回路を通った波形を観察す
る。

Cオ シロスコープで観察した波形を

記号配線図に記入させる。

。記号配線図からその部分だけ
ぬきがきする

。指名して板書させる。
。理科との関連を充分とる。
。詳細の説明はさける。

。オシロスコープの構造,取扱
いについてはふれない。セッ
トは教師が行 う。

?50サ ィクル (60サ ィクル)の
意味を簡単に取扱 う。

。陽極 (プ レー ト)が (十 )の と

きだけ電流が流れることを確
認させる。

C波形をノー トにスケッチさせ

る。

波形を ノ

る。

― トス ケ ッチ させ

。完全な直流の波形 と比較 して

見せるよ うにする。
。記号配線図の どの部分に どん

な波形ができるか,留意 させ

る。

19:o o.ct,ur' !-,r1L. t

再生

バリコ

スイツチ  電
'原

ト

′一
ミ
ｏ
【

ノー ト

*roza-
7

。実体配線図

ノート,鉛筆

記号配線図

(プ リン ト)

ヒューズ

5V



展開
|

|

|

電源回路

の組立

(部品検

査 )

トランス

の試験

電解 コン

デンサの

検査

抵抗 の検

査 (3K
Ω)

◎当
“曜
ゼ
「

0

古どし/ヽ≠■

C電源回路の組立をする前に部品点

検をする。
。トランスの検査をする。

(外 観,構造の検査,回路計による

導通試験)

。回路計のレンジ×1,で各コイル

の導通試験を行い,そ の沢I定値を記

入する)

匿 8

E三二:

。メガーによる絶縁試験。

(D・ C500Vに て 100MΩ 以上あ

オしヤボよい)

。電源を入れ無負荷試験する測定値

を下の記号配線図に記入する。

回 ⊃

距
陶

1回
路計レ

⊂ □

匿□
。外観,構造の検査。
。回路計による導通試験。

回路計の赤色(十 )を電解 コンデン

サの(― )の 極に黒色の(― )試験棒

をコンデンサ(十 )極 にあてて抵抗

を測定しほとんど∞(無限大)を示
せばよい。

。外観,構造を検査する。
。回路計で抵抗値を測定する。

。電源回路をプ リン トした配線

図を渡 してそれに 記 入 さ せ

る。

O電圧,電流の表示を確める。
O端子の取付けビス,は んだづ

けの部分は特に確める。
。レンジ×100で各コイル間の

絶縁を調べ導通がなければよ

い 。

O左の表をプリン トしてこれに

記入させる。

。メガーの使用法は教師の監督

を厳重にする。

。1次側100V, 2次側230Vの

沢1定には特に注意する。
。2次側各端子は無負荷のとき

約10%高 くなる。
。回路計に接続されている電池
の極性は次の図のようになっ
ていることに留意する

°

(十 )赤 色

(一 )黒 色

。大きなコンデンサは最初針が

振れてもとに戻ればよい。
O抵抗の種類表示記号の確認を

する。
。測定物とテス ト棒の接触は完

全にし接触点は手でおさえな

。トランスの検

査方法をプリ

ン トした用紙

を渡 しそれを

読みながらテ

ス トする。
。トランス

。回路計
。メ ガ ー

。電解 コンデン

サ

← (― )の 電圧
← (+)の 電圧

。3KΩ の抵抗

θI

|

Э～④l   l

Э～61   1      1

Э～③
l



展開

整理

5.

①

32

線配

部品配置

配線の点

検

導通テス

ト

電源測定

試 験 と

波形の観

察

学習の反

省

。抵抗値を沢l定 したら配線図に記入

する (± 10%以 内の誤差があって

もよい)

。部品があまり 1箇 所にまとまらな

い よ うにして各部品を配置する。

OJISの 配線五色法に よ り配線す

る。
Oア ース線 (黒色)

0整流管の ヒータ配線 (青 色)

。P.T.の 2次側配線 (赤 色)

。3KΩ をつける。
O電解 ブロックコンデンサの配線
O電源入力の配線 (白 色)

O配線が終 ったら配線図 とあわせ配

線に間違いがないか ど うか 確 め

る。
O電燈線回路のスイッチを入れない

で,プ ラグの両端を測定し∞,ス
イッチを入れて OΩ であることを

確める。
。回路計を使用して次の部分の電圧

を沢I定する沢1定値は| |の中に記

入する。

。オシロス コープをセ ッ トし各グル

ープで組立 てた電源回路の各部を

試験するc

O半波整流波の観察

。電源回路の構成回路を理解したか

ノー トにまとめる
。配線図の通 り配線されたか反省す

る。その結果を学習帳 に整 理 す

る。
。各種の沢1定 計器を正しく使用する

ことができたが反省する。
O各部品をもとの箱に整理する。

い 。

。変圧器,真空管と電解 コンデ

ンサはあまり近づけない。
Cト ランスの向きに注意する。

。′ヽンダづけをしないので各さ

し込みは完全にさし込む。
O配線は交錯しないように注意

する。

Oコ ンデンサの (一 ),(+)が
まちがっていないかどうか も

う一度確める。
。真空管をソケットに入れた り

抜いたりするときはソケット

の部分を持って行 うようにす

る。
O各 レンジの切換えを確認して

から測定する。特に高電圧沢1

定には注意する。

オシロスコープの操作は教師

か特定の生徒が行 う。

Oテ ス トが終了したら分解 して

整理箱は整理する。

同一のブラウン管に 2つ の信

号を入力して両者を比較させ

れば,そ の前後の関係が理解

されるので時間のあまった者

に実施する。

。配線図を暗記できるまでかか

せる。

各部品を整理しもとの箱に整

頓して入れる。

Dヒ ューズ

Oス イッチ

C真空管
。電解 コンデン

Cト ランス

。真空管 ソケ ッ

ト

C配線用線
。配置用有孔板

。回路計

。電源回路

c*ra7=-
J

|:警::工具箱
10 分

学習指導の反省

ハンダレスラジオを使用したので学習効果が非常

C紛失した部品,ま たは破損 し

た部品があったら部品表に記

入しておく。

に能率的であった。特に次の点がよかった。

。工具類を必要 としないこと

部品の取 り付けは組立板にさし込むだけで配置変

□

Ｊ

型 ７
□



更も自由にでき工具を必要 としない。

0は んだづけを必要としない

接続線の両端についているクリップでター ミナノし

にさし込み,取はずしも自由にできる。

C全部品の取付け及び配置が平面上で行なわれるの

で試験調整が容易である。

C部品が損傷しない,各部品はすべて独立した部品

台に取付けてあるので回路の組立,分解を何回繰

返しても損傷することがない。

つ部品の検査,試験が容易である。

9, オシロスコープで各波形を観察することができ交

流波,整流波を明確に理解できた。しかし,ブラウ

ン管の大きさが小さいので,ス ライ ドにして拡大映

写 して指導することがよいと思う。視聴覚教材の活

用を今後大いに研究したい。

③ ォシロスコープ, メガーの使用は教師と,特定の

生徒にのみ使用させたが, さらに多 くの生徒に操作

させるようにしたい。

④ 学習指導の時間を 2時間と予定したが反省の時間

が少し不足した。 この分はさらに次時で復習する必

要がある。

⑤ 回路計の使用は前時において相当数の時間配当で

学習していたので比較的円滑にはかどった。

⑥ 2人で 1グループを編成して学習を進めたので比

較的順調に進度が 11か どったが,能力差の問題は解

決できないので,特定の生徒を教師の補助員として

手伝わせた事は大変よかった。この生徒はどこのグ

ループにも所属しないで,最後まで教師の補助員を

つとめさせた。 (こ の生徒はクラブ活動で リーダー

として電気の学習している生徒である)。

⑦ 各部分の波形をスケッチする際,実際に観察した

ものを書かず,適当に他人の生徒のものをまねてか

く者がいた。 これは時間を急ぎすぎたためと思う。

③ 真空管の原理については理科 (3年電気)で学習

した基礎の上に立って学習したので理解上院路には

ならなかった。

O ハンダづけをしたラジオとハンダづけをしないラ

ジオを用意し,オ シロスコープで波形を観察しその

相違点を比較させ,ハ ンダづけの果す役割について

も再確認させる。

(ハ ンダづけはラジォの組立には絶対必要なことで

あるが原理や回路の働きについての学習にはむしろ

ハンダづけ学習は大きな院路になっているので今後

も,ハ ンダレスラジォを取扱って行きたい)

⑩ 電気の学習 (ラ ジオ学習)は視覚にうったえるこ

とが絶対必要であるので,さ らに多 くの教具を整備

したい。

① 総合実習の教材には,ハ ンダづけを行なう4球 (高

一)ラ ジオを取上げて実習するよう計画を立てつつ

あるc (埼玉県吉川町立東中学校教諭)

涯キ☆′柄失日織
AM入 りの新 しい肥料

これまでの硫安や尿素などの窒素系肥料は,ア ンモニ

アが流失しやすい。それは,土壌の電気的性質がマイナ

スで,ア ンモニアはプラス,硝酸はマイナスのため,ア
ンモニアが硝酸化して土壌と反撥し,流失や揮散するか

らである。また, 日本は高温多湿のため,ア ンモニアが

硝酸化して,作物に肥料として吸収されないうちに流失

してしまうのである。だから, アンモニアの硝酸化を抑

制し, アンモニアの月巴効を完全にするための研究が久し

くおこなわれていたが,AM(2ア ミノ04ク ロロ06

メチル・ ピリジン)を窒素系肥料に配合することによっ

て,ア ンモニアの硝酸化をふせぎ,流失をおさえること

が明らかになり,全国 30か所の農事試験所で昨年秋か

ら,テ ストを続行した。

そうしたテス トの結果によると,ア ンモニアの硝酸化を

80%以■抑制することができることが実証され,農林

省および県の農事試験所で ひ`じょうにすぐれた肥料で

ある、との折紙がつけられ,全購連で全面的に,AM入
り肥料を採用することが決った。

なお,こ の肥料を使うと,た とえば稲作の収獲は,こ

れまでの窒素系肥料のときにくらべて, 3～ 5%の 増収

になるといわれ,ま た,こ れまでの肥料の施肥では,直

まきの場合,少量の肥料を何回にもわけて施さなくては

ならなかった不便さがなくなる。

さきごろ,ア メリカのダウ・ケミカル社が,ア ンモニ

アの硝酸化を防ぐ「Nサーブ」を発表したが,同社の製

品は硝酸化抑制力になお研究改良の余地があるといわれ

AM入 り肥料におよばないという。 (雨 )

９
υ



ジ オ学 習 の あた ら しい視 点
|

池 上 正  道

―

1 問題提起

ラジオ学習について,1960年 ごろは「是非論」がなさ

れていた。たしかに生活経験単元学習でラジオを組立て

させることの無意味さは,一回でもやってみればわかる

ことであづた。文部省の学習指導要領が改訂されて,そ

の中にラジォ受信機が残ってから,理論面を軽視できな

いことを文部省側でも積極的に主張しはじめた。だから

最近の電気学習の文部教研などでの「実践」も「どのよ

うに理解させたか」という,そのための装置や学習方法

に向いている。私たちの民間教育運動は, こうした段階

で,も う一度,ラ ジォ学習について根本的に評価しなお

す必要があるし,ま たその時期にきていると思う。新教

育課程への「注文」というつもりではないが, この機会

に多くの論議が出され,指導要領の枠組みによって,ま

すますや りにくくなるようなことを少しでも少なくし,

押しかえすために,ぜひ討論の素材にしてはしい。

ここ数年間,ず っと3年のラジォ学習のところをやっ

てみて,その時によって時間のとりかたはか え てみ た

が,つ ぎのような順序の方式にしたが

`て
やってみた。

1 電波の発見,電子技術の歴史

ゲルマニウム・ダイォードとクリスタル 0イ ヤホ_

ンの原理

2 ごくかんたんな配線図 (ゲ ルマニウムラジォ)の
よみかた

3 ゲルマニウム・ ラジォの組立て (1人 1台作る)

4 これがなぜ鳴るかという説明 (つ まり同調と検波

の理論)

5 3球 ラジォの電波回路の配線図をみて実体配線図

をかく

6 3球ラジォの電波回路の理論 (整流,平滑)と ,

日頭で原理を説明しながら配線図を何も見ないで書
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`

く。

7 3球 ラジオの低周波増幅・検波回路のかんたんな

原理 (バ イアス抵抗,グ リッド検波,デ カップリン

グコンデンサ,再生検波回路のくわしい理論はあと

まわしにして)と , 日頭で説明しながら,何も見な

いで書 く練習。

8 回路別に電波回路・電力増幅回路を完全に組立て

させる(こ れはできる)。 検波回路は,で きるところ

までやって打切る。

9 全部の実体配線図を何もみないで書 く練習。

10 最終的に全部の組立て,よ く鳴らない原因となる

部分 (ミ ゼット・バ リコンなど)の
`点

検,導通試験

電圧測定。

11 完全に鳴るまでやってから,理論的にむずかしい

部分に課題をあたえて研究させる。

これで30時間は必要だが,少 しくらいほかにくいこん

でも中途半端なものをするよりこのほうがよい。

このや りかたで意識的に注意したとこは

① 理論ばか りの話 (い わゆる「座学」)だ と, とても

ついてこられない

② 理論と,実体配線図で組ませた りするのを別にや

ると,何 とかかっこうはつ くが,実力がつかない

③ 興味を持たせるきっかけをどれだけ作ることがで

きるかに重点をおく。はじめからl12味でやっていて,配

線図も十分こなせる連中を中,い にするのではなく,(彼

等を「小先生」 (助手)に使 うことはあっても)何も知

らないものを中心におく。

④ それでも白紙で出した り,ペ ンチで乱暴に片っ端

から配線を切って行 く「疎外された子ども」は放課後残

して組ませるとか,方法を考える6

-番最後のことは,よ そゆきの「記録」には姿を見せ

ない。しかし, ラジオ学習にには,か ならずいちばん顕



著にあらわれてくることである。四谷 2中にいたころ池

田種生氏が井野川潔・早船ちよ御夫妻と私の授業を「参

観」に来られたことがある。いちばんひどいクラスで,

ちようどラジオが鳴 りはじめるときであった。かな りく

わしく準備をし,全体計画をしていた頃だったが,ど う

して鳴るのかにはさっば り興味を示さないし,机の上に

足をのせてきいていたヤツがいた。しかし卒業し,就職し

てから彼等はかわった。早船さんが「集団就職の子ども

たち」のなかで書かれているように,サ ークル「あすな

ろ」の中心メンバ″となって,活躍したのはこの時,授

業にのってこなかった子どものほうだった。板橋 2中 に

かわってからも「やい,な んでおれんばか リガンつける

んだよう」とすごんできたのがいた。それで「なんで配

線図をおぼえようとせんのだ。お前ら就職する人間こそ

が,こ れが読めないことでカネにひびいてくるからほっ

とけんのだ。だからみんなが読めるようになるまでしば

る。そのつもりでいろ」といった。このとき,し たくな

いならやるな」という言いかたをしなくてよかったと思

ったのは,あ とであやま りにきた。とくにか く卒業式ま

で何とか無事にきた。

じっさい「授業で勝負する」というが,どんなにうま

くやろうとしても,ついてこられない子どもの出ること

もあるし,ペンチで配線を片っ端から切った り,ハ ンダ

などごっそ リポケットに入れて盗み出す子どもがいるは

ず で,ラ ジオ学習は,も っともこの「被害」が大きくで

てきている。四谷 2中にいたころ, トランスが数個,当

日援業しようとしたら,な くなっていたことがあった。

施盤をごっそ り持ち出すなどということはきできない。

のこ刃や ドリルのキ リなど少々持ち去られても何 とかな

るが,ラ ジオ学習に必要なものをごっそ り盗まれては援

業ができない。これでは勝ち負けははじめからきまって

いる。私は, この「授業で勝負する」ということばが大

i::コ
ル思う9

だから少々授業で「負け」ても終局的には「勝つ」プ

ランも作 っ て い い。いま, ここで掲げた,あ らっぼい

「指導計画」は「ときには負けることもある」計画表で

ある。

2 電子 と電流 の方 向が逆であることの説 明

これまで整流,検波,同調,増幅などの概念をどうし

たら定着できるかについて,か な り考えたつ も りで あ

る。 これまで,整流はオシロスコープで解決。同調は,

向山方式や稲田方式など,い ろいろ出された。検波にゲ

ルマニウム・ ダイオー ドから入るということも一般に承

認されているようである。しかし,それでよいのだろう

か。ラジオの回路は全部つなが りあったもので,個 ´々の

部分を理解して合わせればそれでよいかということであ

る。まして,こ うした設備のない場合もある。これまで

にぶつかったむずかしい問題をあげると,

第一に「電子と電流の方法が逆」ということである。

何とか うまい説明の方法はないかとほうぼう探している

うちに菊地誠著「 トランジスタ」 (六月社,1961年 刊)

の p.35に陽孔 (ホ ール)が電子と反対方向に動 く説明

で「混んだ道路での自動車のたとえ」を見つけた。 これ

を,そ のまま「電流」に借用させてもらった。比愉であ

るから, このていどは許していただけると思 う。一車線

(あ るいは片側通行)の道路に自動車がいっばいつまっ

ている。交通信号か何か が あ っ て,間隔があいたとす

るcするとうしろの車は速度をはやめて前につめるだろ

う。そうするとその後の車も同じことをするだろう。そ

うなってゆくと,ヘ リコプターから眺めれば,車 と車の

間隔は車と反対の方向に移動していくにちがいない。車

:こ あたるのが電子で,そ のスキマが電流である。これは

非常にわか りやすい説明で生徒はす ぐ理解する。よく,

「電流というのは実際は存在していないので,電子が正

しいのだ。電流のあるように見えるのに錯覚なんだ」 と

教える先生があるが, これは電子は実在するが電流は実

在しないということになってしまう。どうでもいいよう

なことだが,光は粒子であるか波動であるかということ

でも。同じような問題は出てくる。電子と電流が共に実

在するとしたほうが,弁証法的な思考であ り, こういう

比愉を使ったはうがいいと思う。

3 同調 と数式 について

同調の理解に ミュー同調式でもバ リコン式でもよいか

ら,ゲ ルマニウム・ ラジオが必要であると思う。とぃう

のは, この同調 という思考と,ダ イヤルをまわす感覚 :ま

無関係ではなく, これが,い ろんな技術的な思考の基礎

ではないかと思う。ダイヤルをまわすと,なんだかわか

らんが,NHK第 2が入ってきたというのと,NHK第

いないと確信してま

わすことの意味を考       図 1
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える必要がある。なぜ コイルとコンデンサで「同調」が

とれるのかということをわか りやす く説明する方法は ,

どんな方法があるだろうか ? 高校以上の専門書ならば

抵抗とコイルとコンデンサを連結して交流を流すと,そ

の三階常微分方程式の解として電流が 求 め られるcそ

オ■7~」
｀

I=

なる。こうして″軸からの距離の等しいところを探せる

ようにすればよい。それが「同調」なのだ。これは,数

学で何 とかついてこられる子どもはついてこられる。と

くにCを 250pFと かLを 20Cm Hと かあたえると定数

がきまってしまうから自分でグラフがかけるのである。

こんな中で ミュー同調 もバ リコンもやめにして,ボ タン

式で切 りかえるカー・ ラジオもできることなど「発見」

させる。 こうした概念は強制振動の心像から離れるが ,

ダイヤルをまわす感覚を,い きあた りばった りに乱暴に

ガチャガチャやることから引きはなす。頭の中にグラフ

があるとすれば,それだけでもひとつの進歩である。こ

れでも「同調」を「認識」したことになるんではないか

とい うみかたもあると思 うが, この三倍常微分方程式が

中学年に解けないから,「同調」の認識は不可能である

とい う技術教育観からすれば,ラ ジオ受信機はいっさい

教えられないことになる。これよりははるかによい。た

だ,今年は参考資料としてプリン トして 1時間ばか り説

明するにとどめた。生徒の学力が十分にわからなかった

こともある。

4 グ リッ ド検波の比喩

つぎに,グ リッド検波だが,そ の前に組ませたゲルマ

ニウム・ダイオー ドから類推させる。ゲルマニウム・ ダ

イオー ドは透明で中が見えるのがよい。幻燈機にもかか

るし,虫メガネで観察もできる。もちろん半導体一般の

説明はする。半導体のことは,も っとふれておいてもよ

いのではないだろ うか ? 整流作用のあることはテスタ

です ぐわかる。これは印象になまなましいので,変調波

電流を「半分に切る」 ことをわ りにかんたん に 理 解 す

る。ゲルマニウム・ ダイオードを逆につけても, クリス

タルイヤホーンなら鳴るが,「上を切っても下を切って:

も音声電流になるからだ」と説明する。

クリスタル・イヤホーンの説明も,教科書にはない。

これは強誘電体であるロッシエル塩の結晶の圧電気 (ビ

アゾ電気)現象を利用した もの で,音声電流を音にか

え,音は音声電流とかえる。電話の受話器にもクリスタ

ルに使われているし, ピックアップにもある。 こんなの

は古いこわれたのを見せることもできるし,ス ピーカの

鳴る原理よりわか りやすい。

しかし,グ リッド検波はわか りにくい。これは全国ど

こでも聞けるようにグリッド検波 と再生回路がついたら

しいが, カソー ドがアースされているのに,そ こから電

子が「 とびだす」 ことがまずわからない。「なぜ地面に

吸収されないのですか ?」 。 電流が電圧の高いところか

イル+けL一券 ソ
となる。/は周波数(サ イクル), Lは コイルのインダク

タンス (単位ヘンリー),Cは コンデンサの容量 (単位

ファラッド)と なる。これは強制振動の形なので,い ろ

んな類推方法が考えられるが,ど うもうまくいかない。

しかし

2πL=α ,/=λ  とおいて

yl=αα

また +=ι  とおいて

ル =―子  を出して

V~~ の中を最少にすれば Iが最大になるcそれに

は y="十 y2がゼ ロになれば よい とい うことは,数学

でや っていることと一致す るので,興味を持たせ ること

ができる。

yl=αα y2=~子 のグラフは知っているのである。

つまり横軸を周波数に,縦軸を リアクタンスにとるわけ

である。 αを変化させれば匂配がかわ り, bを変化させ

れば直角双曲線の位置 と開きがずれることがわかってい

れば, ミュー周波 コイルなら直線の匂配をかえることに

なるし,バ リコンなら直角双曲線の位置をかえることに
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ら低いところに流れることと,電子放射 とい うことは別

だとい うことは,ほ とんどの教科書に書いていない。「い

ままでの説明は水が管の中を流れていたんだが,こ れは

噴水だよ。海抜ゼロメー トルでも噴水は上ってゆくだろ

う」 (も っともこれはまずい。 これまで上から下に流れ

ると説明していたのは「電流」だった。)カ ソー ドの電

圧に無関係に電子放射がおこなわれること,こ れにまず

ひっかかる。

つぎに,むずかしいのは第一グリッドが,なぜ負の状

態になるかということである。特性曲線をかいて「非直

線部分」を利用するといってもピンとこない。第一グリ

ッドの電圧の変化がプレー ト電流の変化にかわることは

どの教科書にも説明してあるし,わか りやすいが,第一

グリッドとカソー ドのあいだが一方通行になって,ゲ ル

マニウム・ ダイオー ドがあるのと似た状態になり,同時

に第一グリッドの電圧は変調波電圧の変化を負の側に引

きのばし,歪ませた形になることが,じ つに難解なので

ある。もちろん第一グリッドのところについている抵抗

(lMΩ )と コンダンサ (250pF)の ためだが,コ イル の

ところを電波と考えれば,抵抗とコンデ ンサをへ て,

第一グリッドがらカソー ドに流れてはじめて 0ボ ル トに

なるのだから0ボ ル トより高くこそあれ,低 くなるわけ

はないではないかと
一

。 このパラ ドックスは,交流が

一方交通を強いられて直流になるときの一方交通のとり

かたを考えれば解消する。 コイルのグリッド側は交流の

電圧側だから0ボ ル トより高くなった り低 くなった りし

ながら変化している。ところが第一グリッドとカソー ド

とのあいだの「一方通行」は電圧側が 0ボ ル トより高く

なった時だけ通行させるのだから,電圧側が 0ボ ル トよ

図 4

り低 くなったときはカソー ドから電流が流れてくること

はない。 lMΩ の抵抗があるので,第一グリッドにたま

った電荷は 0ボ ル トに近いところから lMΩ の抵抗を通

って,それより低い電圧を持つ,コ イルの上端 に流れ

る。このとき第一グリッドは 0ボ ル トより高い価は

とりえないことがわかるであろう。たったこれだけ

のことでも考えさせるたいせつなもんだいを含んで

いる。

電子を自動車に見立てた比愉を使 うと図 3の よう

に考えてもいいのではないか。カソー ドからプレー

トにいくほ うは,下の「上 り」線にた くさんつまっ

ている時は通行を制限すると考える。

電流を自動車に見立てた比愉を使 うと図 4の よう

に考えたらどうか。これでも第一グリッドが 0ボ ル

トより低 くなることはわかると思 う。

とにかく言いたいのは,「 グリッド検波」の理論

が古くさいとか,だから使 うべきではないとかの結

論を出すまえに考えなければならないことがある。

「 グリッド検波」の理論を教えることを目標にするの
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―
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てはなく, 5極真空管をとって,その機能 と理論を追跡

し,思考していく能力を育てなければならない。そのた

めには, こうしたいろいろの比愉 (と い うかアナロジー

であるが)を「開発」してもよいのではないだろうか
=

5 全体の配線図を暗記 させ ることの意味

このように,で きるだけ,や さしい類推方法をあたえ

て配線図を「考えながらく」かことは,つねに思考活動

をともな う。これは,たんに配線図を機械的に暗記する

のとちが う。「配線図は何もみないでかかせる」という

と暗記・つめこみ・受験体制のエリー ト校における進学

の権千ヒみたいに思われるかも知れないが,決 してそ うで

は :な い。ただ,生徒の書いたものを, 2, 3回は, 1つ

1つなおして返してやらないと,興味はわいてこないc

はじめ「何もみないで書いてもらう」 とい うと「シェ

ー」とか何とか言 うが,そ んな古いことを気にしていた

らできない。時には,再生検波回路など説明ぬきで,興

味がのった ところで自分で調べさせた りする。

もちろんかかせるにも順序がある。ふつ う電波回路 |ま

さきにかかせて,つ ぎに図 5の ようにすすめていくっつ

まリプレー ト電流の流れるみちすじから描いてゆく。

これができたら図 6の ように高周波電流の流れるみち

すじをかく。 これで大体の骨組ができたから,あ との部

分を完成させる。この配線図の全体が頭の中に入ってい

ることで,その後の学習がおどろくほど生き生きとして

くる。「頭のわるいものはおぼえられんだろう」といわ

れるかも知れないが,特別に障害のある子どもでもでな

ければ,案外おぼえられるものである。もうひとつ, こ

れをかくときコンパスや定木なしに,ま った くフリーハ

ンドでかかせる。

ゲシュタル ト (形態)心理学は(1)全体はそれを構成す

る要素に還元することはできない,(2)全体は体制化およ

び均衡とい う全体に特有な法則によって支配 され て ヽヽ

!^v\,+

6C6

図 6

る。とい う主張を持っている。 ビアジエはこれをおぎな

ってつぎのように言 っている。

「高度の知的操作は, このような見地から考えると,

1つのまとまりをなした複合的総合体系と見なされなく

てはならない。それは形態り心理学でい うゲシュタル トに

比すべきものである。ただし,それは (形態′心理学でい

うように)静止的なものでも,ま た,は じめから体系 と

して精神に支えられているものでもない。それは可動的

かつ可逆的であり,個人的社会的発展の最後過程に到達

したとき,は じめてはぼ完成の域に達するものである。

この知的操作が個人的過程でもあり,同時に社会的過程

でもあるとい う′点こそ,真に知的操作の特徴というべき

ものである」(ピ アジェ著・波多野完治・滝沢武久訳「知

能の心理学」みす 書ゞ房 p.40)

配線図を読むとい う知的操作に,ひ とつのまとまった

ものとして出発する場合と,先の原理を教えて,つ なぎ

あわす とい うことが決して同じではないように思 う。値

々の原理を,た えず配線図全体に還元する過程が,技術

的な思考を呼び出す。

最後に配線図を自分の頭の中で実体配線図になおす こ

と一一つまり配線図を「読む」 とい うことである。配線

図をみて,上手に組立 て,鳴 った とい うだけ では ,

なんにもならないという主張があるが,中学生全部

に配線図を正確に読ませることは決して経験的な技´

能的なものではない。 これはたいへんなしごとであ

る。しかもその知的操作はたいへん発展性のあるも

のである。 これも,組立てた りかかせた りをくりか

えす。

このようなことをくりかえして, 2月 25日 に板橋

2中の 3年生につぎのようなテス ト問題を作ったc

私の担当した 6ク ラスのうち 4ク ラスについて正解

を表にしてみた(図 7)。 2と 4は全体のうち,い く

つできたかを示している。
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1.つぎのように配線した 3球ラジオの電源回路部分で,①電力増幅回路・検波回路と正しくつないで電源スイッチ

を入れたら④～⑥のような結果になった。これは①ん⑤のうちの,どの回路か,ただし,電源回路以外は正しく配

線されているものとする。またヒューズはちゃんと入っており,ス イッチも故障ないものとする。

イ スイッチを入れても真空管もつかず トランスの一次側をテスタで沢1っ たらOVであった。

ロ スイッチを入れたら,と たんにヒューズがとんでしまったし

ハ スピーカは鳴ったがボコボコという雑音が多くて音がわるいし

二 真空管がやけてきて,そのうちに トランスから煙がでてきた。

ホ ー次側はまちがいなく100Vき ているのに,音は全 く出ない。

電源回路の配線図をかきなさい。

つぎの配線図について答えなさいc

И)の 部分はどういうはたらきをしますか。

l・}は何ですか。

(口)が接触し,シ ョー トしているとどういうことが

おこりますか。

いはどういうはたらきをしますか。

これにイヤホーンをさしこんできくには,ど こに

入れればよいでしょぅか。

CI ゲルマニウム・ ダイオー ドにあたる部分に○をつ

けなさい。

4。 上の配線図のとおりに配線してください。

Ｃ

②

Ｃ

　

④

Ｇ

２

　

３

引一恣

100pF 6 C 6

lMΩ  グ
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①

5.可変抵抗の端子Aと Bに テスタ棒をあてて抵抗を沢!定した。このとき針はどのようにふれるだろうか。

材)Bに ○のテスタリー ドをあてAに Cの テスタリー ドをあてた時は,針は OΩからだんだ

んにふえて,500K Ωになる。

(口)Bに Oの テスタリー ドをあてAに eの テスタリー ドをあてた時は,針は 500K Ωからだ

んだんにへってOΩになる。

レヽ はじめから 500K Ωで変化しない

次ページの表参照
'

2の正解は10か 所を必要とす。

1 ヒューズ  2 スイッチ  3 プレー トと

トランスをつなぐ  4 抵抗  5 電解コンデン

サ左  6 電解 コンデンサ右  7 電解コンデン

サのアース  8 ヒータ(両方) 9 パイロット

ランプ  10 ヒータ片側アース

正解の2の数字ギ群はこのうち8つできたことを意味する。 4の正解

4の正解は15か 所を要求している。

ひとつの問題についての正答率よりも相関関係がほしかったが,電源回路の暗記は割合かんたんだが,配線図が完

全に読めることは,ずいぶんたいへんなことだということがわかった。また 3-1,2,3,4と ぃった,理論的なこ

とも,だいたい配線図がよめることと平行している。

また,残念ながらオールダメのものもい くつか見受けられる。また,ど うみても不自然なものもある。採点はその

点よりも, こうした一覧表にすることがだいじだなことだと思う。実際は生徒の名簿を使ってテス トごとに横にのば

してゆ く。そして,自 分で考える力がどれだけ育っているかをチエックしておく。 (こ のような表を作ることを提唱

するわけではない。自分で作 った問題だから, このような面倒なこともするが,押しつけられた くだらない問題まで

やることはしないし,学テの採点,統計などはやらない)。

ラジオ学習については,こ うした可能性をもう少し追究してみる必要がある。これまで否定論が多 く出ていたが ,

こういう方向からのつっこみが少なかったので,あ えて報告させていただくわけである。

4θ

F
＼

)①

○

%
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教育課程の改定について

みんなで考えよう

文部大臣は,昭和40年 6月 14日 付をもって「小学校・

中学校の教育課程の改善について」教育課程審議会に対

して諮問した。また一方,こ の改定のための資料を作る

ため,小学校35校,中学校28校の研究指定校をもうけて

着々と準備を進めている。これら交部省側の動きに対し

て,民間教育団体連絡協議会や日教組は,指導要領に対

処するため,独自の立場から研究を始めた。もとより私

たちの研究は,いかに指導要領が変わろうとも,真に国

民のための教育課程を作るこ とにあ る。産教連として

も,今までの研究を整理し,現場,学者,研究者を結集

し,国民のための技術教育を探求しなければならない大

切なときを迎えている。そこでここでは,い くつかの資

料をあげ,問題′点について考えてゆきたい。

<資料 1> 今までの教育課程改定の経過

1.昭和22年文部省において教育課程の試案として学

習指導要領を作成した。

それ以前は小学校は国定教科書を用いて教育し,中

等学校は教授要目が国で定められた。

2.昭和26年 上記の不備を補い学習指導要領を改訂

した。

3.昭和33年 上記学習指導要領を独立日本の国情に

つながるように全面的に改定した。

4.昭和36年 改定学習指導要領を基準として,小学

校の新教育課程が全学年いっせいに発足した。

5.昭和37年 同上中学校の教育課程が全学年いっせ

いに発足した。

6.昭和38年 同上高等学校の新教育課程が第 1学年

より発足した。以後学年進行で発足

<資料2> 改定のスケジュール

昭和33年の場合

昭和31年 3月   教育課程審議会に対し「改善策」を

諮問

昭和32年 12月 6日 教材等調査研究委員会第 1回 目の会

合

昭和33年 3月 15日  教育課程審議会より文部大臣に対し

答申

昭和33年 6月 24日 教材等調査研究の小委員会の最終案

を決定

昭和33年 6月 30日 文部省用の原案を決定 (小委員会の

`2

最終案を若千修正 ,

昭和33年 7月 31日 学習指導要領の中間発表

昭和33年 10月 1日  文部省告示

今後予想されるスケジュール

昭和40年 6月 14日  教育課程審議会に諮耐]

7月 21日 , 9月 25日 , 10月 25日

12月 6日 審議会総会

昭和41年 1月から 小 。中分科会審議

以後各専門調査委員(110人 ,お よび

協力者 (約350ブ 、)ょ 1,教科引に審議

昭和42年 10月   答申

昭和43年 4月 ?  告示施行

昭和44年 4月 ?  移行措置

昭禾日46年 3月 ?   〃

昭和46年 4月   小学校実施

昭和47年 4月   中学校実施

<資料 3> 主な改定の方針

33年 の場合 今度の場合

道徳教育を徹底する

基礎学力を充実する

)科学技術教育の向上を図
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る
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は  じ め  に

私は,原正敏氏など数人の先輩支人とともに,か な り

はや くから,中学校・高等学校 (主 として工業課程)の

技術教育において,安全管理と安全教育が軽視されてい

る|と に注意し,と くに技術科の木材加工に危険が多い

ことをくり返し警告してきた。そして,危険が起ってく

ることの基本的な要因は,文部省を|よ じめとして教育行

政当局の施策の貧困にもとずいていることを,具体的に

明らかにし,その成果を原正敏編『技術科の災害と安全

管理』 (1964年 ,明治図書刊)と してまとめた3

ところがその後も,事態は少しも好転するようすがな

く,か えって文部省をはじめとする行政指導は,安全対

策をもっばら現場教師のしめつけによって克玉しようと

している事実が明らかにな っ て来 た。そこで,こ こで

は,今 までに明らかにされて来たことの要点をまとめ ,

新たにわかってきた事態が含む問題′点を明らかにし,さ

らに,技術教育の場で子どもの安全を守るためにたたか

いが前進しているという若千の事実を報告してみよう。

I

技術科教師のあいだでは既によく知られて い る よ う

に,学校教育のなかで危険な機種があ り,管理が不充分

なために最も災害の多い教科は,中学校の技術科の授業

である。この間の事情をかいつまんで示せば次のとお り

であるc。

O 学校安全会本部に集められている資料を調査した

ところによると,技術科関係の災害は,死亡こそないけ

れども,毎年甲学校の廃疾 (な おっても元にもどらない

傷害――いわゆるかたわになる傷害)の総数の 3害 1か ら

4割を占しているc。 しかも,近年,技術科の機械設備

類が充実するにともなって,技術科の授業中における廃

疾災害は増加の傾向にある。

なお,技術科に導入される機種のすべてが廃疾災害を

起こしやすいのでなく,と くに危険なのはつぎにのべる

ような木工機械類である。ところが,現実に中学校に導

入される機種としては,文部省の強力な指導 (な いし統

制)が あるために,木工機械が他の機械より群を抜いて

多いのである③。

② 中学校の廃疾災害の内容を調べてみると,その 9

割は木工作業に起因している。技術科の授業中の木工災

害によるものだけで,全廃疾の7割に及んでいる④こ こ

のような結果を招く最大の原因は,学習指導要領が木材

加工を不当に重視していること一-315時間中65時間が

木材加工学習にあてられている一―にある。とくに,検
定教科書や文部省著作の『中学校技術家庭科運営の手夢|

き』に記載され,中学校に大量に導入されている丸のこ

盤――これによる傷害が最も多い一―には,通常の労働

者であね′ば「女子年少者労働基準規則」によって使用が

禁じられているものがあることに注目しなければならな

い。木工機械に対しては労働者のばあいには特別の配慮

がされているということは,木工機械がそれだけ危険で

あることを示しているのだが,文部省は,こ れらを一切

無視するという無責任な態度をとっている。

か りに,技術科で丸のこ盤とかんな盤が使われないよ

うになれば,それだけで,中学校の廃疾災害の約 7割は

なくなるはずなのだ。 (私はこれを全面的に主張してい

るのではなく,充分な検討に価する問題の一つとして考

えているのである。)

③ 以上のような事情が明白になってきているにもか

かわらず,文部省や教育行政当局は何ら責任ある具体策

を講じていない。訴訟問題などが起ってきたことを契機

として,も っばら現場教師をしめつけることによって安

全を維持しようとしているのである。日本の旧軍隊は竹

や りで国を守るといっていたが,今の文部省は「通達」

という紙片で安全を守ろうとしているのである。

4θ

技 術 科 に お け 安 全 問 題る



一般に安全問題は,施設設備で安全な状態に維持管理

する安全管理と施設設備の使用者に対 して行なう安全教

育 とに分けて考えることができるのであるが,文部省は

予算をともなう前者をかえ りみず ,も っばら安全教育を

強調 して責任の一切を現場教師に転嫁 しようとしている

のだが,こ の面での文部省の最近の動 きについてはのち

にくわしくふれる。

④ 事故の調査および統計は,安全対策をたてる基本

的な資料となるのだが,ま ったく不備のまま放置されて

いる。このことは,わが国が近代的な国家であるという

点から考えると全 く驚 くべきことである。

現在われわれの利用できるものは,学校安全会が生徒

災害の補償給付に用いている全国の廃疾災害の資料だけ

である。これすら,事故発生の責任問題がからむことが

多いため不完全であるとみなければならない。「廃疾」

つまりかたわにならない程度の「けが」の全国統計は今

までのところはない。 (学校安全会では,廃疾に至らな

い傷害の補償については都道府県支部で処理しているか

らである。)

技術科担当教師の傷害 (む ろん廃疾もある)は おそら

く生徒の傷害と同数あるいはそれ以上と推測されるが ,

これに関する統計は皆無である。

何よりもさきに,正確な傷害の統計が得られる方策が

とられるべきだと強調 したい。

⑤ 一般の労働者に対しては労働基準法 (具体的には

「労働安全衛生規則」及びとくに女子と18才 以下の年少

者には一そう厳格な「女子年少者基準規貝1」)が 適用さ

れて安全の管理水準が維持される。労働者のばあいは ,

教育訓練のため」ならばよいという例外もなく,職業訓

練生に対しては職業訓練法によって厳重な安全対策が要

求されている。

これに対し,中学校の技術科や工業高校などでは学校

の生徒なるがゆえにこれらの法規が適用されない (こ の

こと自体は当然のことなのだが )。  本来なら,学校教育

の場では労働者の場合以上に厳重な安全措置が要求されノ

るべきなのに,現実にはまったく何らの規市1も 行なわれ

ていない。そのために,一般には危険なものとされ厳重

な安全対策が要求されている木工機械が平然と中学校に

導入されているのみでなく,文部省がさかんにそれを推

奨するという事態をうんでいるのである。

③ 技術科では 2学級の男子合併の授業が強制される

ために,し ばしば50名 を越す生徒がせまい教場で授業を

受ける (文部省は鈴木寿雄氏などは,そ うならないよう

標準法制定のさいに考慮してあるなどといっているらし
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いが,現実には少しも改善されていない)。 このことが ,

授業中 (作 業中)の安全の確保を根本的に不可能にして

いる。職業訓練法が,指導者 1名に対して訓練生10名 以

下と規定していること一一現実には数名である一一 と技

術科とのあいだには雲泥の差がある。なお,工業高校の

実習の場合には, 1シ ョップの生徒数は (工業化学科の

一斉実験のように)最も多い場合でも20名前後で,全国

平均では 1ク ラスを 3.2の ショップに分けているという

調査があるo。 技術科に対する文部省側の施策の貧困さ

を最も端的に示している。

C 教師の労働が,質量ともに劣悪にな りつつあるこ

とは文部省などの官庁の調査によってさえも明らかにさ

れていることである。こういう傾向のなかで,一定の作

業を伴 う技術科教師の労働条件は格別に劣悪である一一

施設設備の導入はこの傾向に拍車をかけている一一 こと

に注 目しなければならない。教師の労働条件の悪いこと

が,技術科の安全の維持を困難にしていることはいうま

でもない。ところで,教師の労働条件に関連することで

あるが,私たちは,技術科の安全問題を研究調査してき

たなかで,多 くの教師が,「労働安全衛生規則」が教師

にも適用されることをしらないし,こ の規則の存在やそ

の内容を知っていないという事実に気がついた。このこ

とは,いわば教師の権利意識にかかわる問題でもあるの

で,教師みずからの主体的な姿勢が要求されている一一

わかっていたところでどうにもならないということでな

く,規貝1の 定める安全水準が維持されていなければ″そ

れを改善することを要求することが必要である,と いわ

なければならないっ

以上が,今 までの私たちの研究成果の概要であ り,こ

れをどう生かすかは戦いの問題といってもよいと思う。

Ⅱ

62年 4月 に,長崎県下のN中学校で技術科 の授 業 中

に 1人の中学生が手押かんな盤によって左手の指 4本 ;

右手の指 2本を切断するという災害を起したこと,こ の

事故はいったん刑事問題 (教師の過失傷害罪容疑)化 し

たことから,長崎県教委が木工機械使用禁止に等しい通

達を県下に流したこと,こ の通達の趣旨が文部省に気に

入らなかったらしく1年後の63年 4月 には,こ んどはた

んに安全に気をつけよという趣旨め通達をJIし たことな

どは, 2つの通達の全文とともにすでに知られていると

ころであるoOo。

ところで, この長崎県の事故の際の問題の処理のされ

方が,今年の日教組第15次教研全国集会 (福島)の技術



教育分科会の席上で明らかにされた。そのうち問題とな

る要点を,若干の私の意見をまじえながら紹介 しよう。

(事実問題は私のメモによる。)

① 事故を調べるために警察は参考人として生徒を呼

んでいるが,そ の際に,安全に注意しろというような注

意を受けた,受けないについて生徒間に食い違いのある

ときは警察側は教師に不利な証言ばか り採用しようとし

たといわれている。また,警察倶1は ,教師は危険な機械

を扱 う生徒からlm以内に立っていなければいけない一

一そうしなければ注意して見ていることにならないとい

っていたという。 これは現在のように多人数の生徒を指

導する技術科の授業では不可能なことなのだが。

傷害を起した生徒の父親は木工関係の専門家だったと

いうことである。また,事故が起ったときの一般の父兄

の態度は教師に対 してあま り同情的でなかったという。

劣悪な条件のなかで木工機械の使用を強要しているのは

文部省や教委なのだとい うような詳しい事情に通じない

父兄としてみれば,いわば当然の,け庸だといわねばなら

ない。当の教師は,も ちろんのことひじょうに苦しんで

いたというが,私たちは恐らく全国で同様のことが数多

く起っているであろうことを考えると,改めてこうした

事態の根源をつ くり出している文部省側の態度に怒 りを

感ずるのである。

当の教師は,結局は不起訴になったものの (不起訴に

なった理由は不明である一一―おそらく法令上学校教育の

安全管理水準がないのだから,起訴することが技術的に

困難だったにちがいない), 翌年 4月 には左遷 させられ

たとのことである。

なお,傷害をした生徒に対しては,その後の生活は市

が責任をもつとい うことにな り,現在は用務員として働

いているという。こういう責任のとり方ですむのかどう

か,も っと研究してみなければならない問題であろう。

② 事故の直後しばらくは,木工機械は (前 述した通

達のlln旨 に沿 って)使用禁上になり,教師は集められて

教委からしかられたという。しかるに,教委側 としては

「 しかった」つもりはなくとも,事実上の使用が禁止さ

れた以上は,木工機械を使っていた教師側としてはそう

受けとるのは当然のことである。

ところで,少なくとも丸のこ盤やかんな盤 (自 動にせ

よ手押しにせよ)に関する限 りは,生徒の安全 という見

地に立てば使用を禁止したことは正しい措置だといって

よいと思う。実際には,他の機種を含めて一括して禁止

(に近い状態)に追い込んだ結果 (そ れは現行の学習指

導要領に違反することになるから,文部省の怒 りをか う

のは当然なのだ), 初志を貫けずに 1年後には再度使っ

てよいといわざるを得なかったのであろう。

技術科教師の側にしてみれば, 2度 目の通達で使って

よいといわれてみても,萎縮してしまっている状態だと

い うが,通達のltu旨 に一貫性がないのだからそれはむ し

ろ当然のことだというべきだろう。つまり,長崎県教委

は,事態の重大さに驚き 2度 も「通達」を出した うだけ

のことで,本当に安全のために必要な根本問題 (私たち

がさきにあげたような)は何ら検討しなかったである。

③ その後の教委倶1の技術科の安全対策としての行政

指導は,も っばら,機械装置類の保全を充分にして安全

に気をつけよ,学校ごとに安全規則をつくれ,災害を起

しそうな生徒を識別するために「安全テス ト」を行なえ

という3点にしばられ,唯唯諾諾として従っている教師

が多いのが実状だという。

ところで,こ の 3点はみな現在の技術科の安全対策と

しては実状にそぐわないし,少 しも根本的な問題を解決

することにならないのである。

たとえば,機械装置類の保全に気をつけ,使用すると

きは安全に留意しろといわれてみたところで,労働条件

が悪いし―一持ち時間数が多く,生徒数が多く,実習室

がせまい一―それに丸のこ盤のような機械はどのように

したところで危険であることに変 りはないのだから,で

きない相談なのである。結局,使 うときは安全が保てな

いことを承知で無理して使わせるか,さ もなければ教師

目身が使用する以外にはないのである。

学校安全規則にしても,ほ かの条件が解決しなければ

法規で安全を守れるはずはないのである。 しかも,技術

科のための安全規則をつくって実行しようとすると,室

内での帽子・作業場でのスリッパをズックなどのような

校内の一般的な規則との食い違いなどむずかしい問題が

できてしまう一一 これは実状報告である。

「安全テス ト」については別にのべよう。

以上が長崎県で起った事故の経過のなかでわかってき

た事実と問題点である。

Ⅲ

前節で長崎県下の事例としてのべたことは,技術科の

安全対策 として最近の文部省が行なっている指導のなか

に一貫していることなので,と くに注目しておかなけれ

ばならない。

要約して言えば,最近の文部省の方針は,1)技 術科

で機械類を使 うときは安全に留意せよ,2)学 校ごとに

(単に 1教科の問題 としてでなく)「 安全規貝I」 を制定
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せ ょ,3)被 災しそ うな生徒を識別するために「安全テ

ス ト」を実施せよ,と いうものである。 このような方針

が出てくる背景には,長崎で起った事故のほか,廃疾災

害を起した生徒の父兄が賠償請求裁判を起しているとい

う事実がある。 (こ の賠償請求裁判については別に詳し

く検討する。)つ まり,文部省がこのような方針を出し

てきたのは,基本的には,子 どもの安全を守るためでは

なく,裁判などになったときの責任のがれのためなので

ある。もし本当に,子どもの安全を守るためならば,第
I節で指摘したような問題を解決することこそが必要な

はずなのだ。 もちろん私も,安全に気をつけ る こ とや

「安全規則」をつくることが全く無益だとは思わない。

ただ,こ れらは根本問題をあいまいにし,そ のうえ教師

へのしめつけだけで問題をの りきろうとしているのだと

いうことを強調 しておきたいのである。

文部省の方針に従って,さ きにのべた点を中心とした

「通達」が,全国教研の分科会での調査によれば,少 く

とも19の府県教委から出されている。 この類は恐らくも

っと多いだろうし,ま た「通達」として出されていなく

とも同じ趣旨の指導が行われていることに変 りはない。

3点 のうち 2点 についてはすでに述べたので,「安全

テス ト」を実施せよという′点について検討してみよう。

すでによく知られているように,わが国では技術科用

の「安全テス ト」と称するものは,文部省のなかで技術

科を担当している役人である鈴木寿雄氏が著作したもの

しかない。つまり,鈴木氏は,自 分が書き,商業出版社

から発行している「安全テス ト」なるものを,行政指導

を通じて使用することつまり買わせることを強要 (「指

導」といったところで,「通達」ということになれば現

在の体制下ではそれは「強要」に近い効果を発揮するの

である)しているのである。 このことの不当さについて

は以前にも指摘したことがあるが,最近の状況をみると

再び強調しておく必要がある。 もっとも,さ すがの鈴木

氏 も,こ うした非難を受けた結果であろうか,日 分の著

作物を授業中に使えとい うのは気がひけるようになった

らしく,近頃は「安全テス ト」は正規の授業時間以外に

行なえなどと指導しているらしい。時間割表に組まれて

いる授業時間外に実施せよということであろう。教師が

行わせ(買 わせ),全生徒がテス トを受けるというのに,

その時間が時間害I表 にあるかないかということはどれほ

どの違いがあると考えているのでろうか――いかにも役

人の考えそうなへ りくつである。

ところでいったい,鈴木氏著作の「安全テス ト」によ

って被災しやすい生徒を識別することがほんとうに可能

イ6

なのだろうか。

労働科学研究所で安全と災害問題を研究している狩野

氏は鈴木氏の「安全テス トJについてつぎのようにのベ

ているoc

この F安全テス ト』は拝見したところ,工作機械の

安全な取 り扱い方についての知識テス トであった。 ア

チーブメン ト・テストの一種であった。したがって ,

(こ れは)産業′い理学の領域で考えられている素質上の

災害傾向テス トと|ま ,別種のものである……。

鈴木の F安全テス ト」の本質がよく示されているので

説明は要しない。なお,狩野氏は「災害傾向」の問題に

ついてつぎのようにのべている。

「受災可能な生徒を云々」ということであるが,産

業災害の領域では,一般にこのような意味 の こ とを

Accident Proneness「 災害傾向」又は「災害頻発性」

とい うことばで表わしている。…・・。 (中略)

産業災害の領域ではフール 0プルーフ(F001‐ ProOf)

が安全管理の大原則であると考えられている。すなわ

ちどんな素質の低い人でも安全に作業できる作業環境

条件の整備が, もっとも望ましいと考えられる。

ところが,現実には,こ の理想からはるかに遠い ,

いわゆる「安全管理」がなされている。

作業環境条件について,最低限の整備すら行なわな

いで,むやみに労働者の注意 を 喚 起 し,精神訓話や

「安全教育」を行ない,更には労働者の素質を云々す

るという,ま ことに安易な安全管理が横行しているの

が実情であるc―一中略――

災害傾向のテス トは,あ くまでも事後に,臨床的に

なされるべきである。

前に述べたように,その職場のほとんど大部分の者

が災害を 1回 もおこさないように条件が整 備 され て

も,な おかつ災害をおこすものが あ った 時,は じめ

て,本人の生理,心理,生活環境条件について,あ ら

ゆる面から臨床的に詳細な検出と調査を行ない,何ら

かの欠陥を発見したならば,その後の指導に適当な措

置をとるとい うことがたて前となるべきである。

このような詳細な検査や調査を,は じめから,多数

のものについて行な うことは不可能でもあるし,ま た

意味のないことである。

これ以上の詳しい説明は不必要であろう。 ここには ,

災害から人間を守るための基本的な原則についてのすぐ

れて入間的な洞察がふくまれている。

鈴木氏の「安全テス ト」は,こ のような考え方に照し

てみればわかるように,ど う考えても本来子どもを災害
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から守るためのものではない。彼の『工作機械の安全テ

スト』の教師用手びき書の中にゴシックで書いてあるよ

うにc, このテス トを実施していれ ば,刊事上の責任

(業務上過失傷害罪),民事上の責任 (損害賠償)あ るい

は行政上の責任 (懲戒処分)をのがれることができるに

違いないという子どもへの責任転嫁の役目しかもたない

ものなのである。何とブF入間的なテストであることか。

もっともi73ん とうに責任をまぬかれるか―一だれがま

ぬかれるというのか,教師なのか・地教委なのか・文部

省なのか一―どうかということは現実の裁判によって決

められることであるcそのいずれにせよ,災害が起った

ばあいには,子どものかたわが元に戻るわけ では な ヽヽ

し,当該教師の苦しみがなくなるわけではないことはい

うまでもない。

ここで鈴木氏の『工作機械の安全テスト』を実施した

という報告の中から2～ 3の問題点をひろってみよう。

ある教師は,「本年工作機械の安全テストを実施して

その結果,特に不合格者には,さ らに知能テスト,家族

調書,身体検査,運動能力,性格診断テストを併せて行

ない,それらを比較対照してみて,指導上の問題点を分

析し,事故の防止に努力している」とのべている⑫。 何

と驚 くべきテスト主義であることか。子どもの安全のた

めとはいいながら,こ れでは「教育」の範囲をこえてい

て人権侵害ではないかとうたがいたくなるほどである。

この教師のばあい, 1年生40名中 4名が鈴木氏 のい う

標準点以下だ った という (2年40名は全員合格してい

る !)。 そ こでこれらの生徒について表に示したような

調査結果を得て,こ の表を「考察した結果,安全テス ト

不 合 格 者 の 個 人 調 査 表⑫

の利用法によれば,テ ス トⅡの得点が標準点の60点に満

たない場合は,機械の操作は独自でさせない方がよいと

されているが,前記の4入の生徒も調査結果からみた場

合,問題の生徒であり,又思考力も集中力も極めて乏し

い上に,指導上特に注意を必要とするため,機械操作を

中止させている。」 とのべている。操作を中止させたあ

とをどうしたのかに報告されていない。

テスト,テ ストとくり返したあげくのはてに鈴木氏の

「安全テスト」に合格しなかった者には機械操作を中止

させた,と いうのである。これだけのテストを実施する

ひまとお金があったのに,な ぜていねいな指導をしなか

ったのかは今は問わない。この表に現われている子ども

が,ほんとうに使用を甲止させなければならないのかど

うかも今ヤま間うまい。

問題は,鈴木氏の『工作機械の安全テス ト』なるもの

を使用させられたとき,教育の現場では,こ ういうおそ

るべきことが起っている事実に注目しなければならない

のということだ。

もちろん,同 じ安全テストを採用しても,「安全テス

トは,あ くまでも指導の予備テストであり,こ れによっ

て,機械の使用をさせなかったとすることはできない。

生徒の現状を把握することによって,よ く高度な指導が

なされなければならない と思 うし,少なくとも,教師

は,こ のような心構えで指導していかねばならないと思

う」という教師もあるo。 文部省の立場からみれば,あ

るいは著者としての鈴木氏からみれば後者のような教師

がのぞましいに違いない。子どもの状況を適格に把握す

ることは,教師にはいつでも必要なことである。「安全

性 格 傾 向

先生は 自分をよ くみて くれない と

く感 じている。

指導性な し,要注意。

身 体 状 況
|

家 庭 環 境

母の愛情は特に深いが,父 が放任 |

がちであ り,兄 との心理的のつな |

が りが問題である。

父の人生観 と愛情,祖父と

に問題がある。

量彗重賃響通
|

|

0劣等感が強い

。要注意。

少経

い

神

ぶ

動

に

運

々

父の無理

まじめだ

解を気に している。

が小心である。

小柄

左きき

家庭の雰囲気も平凡であ り

題なし。

自律性が低い。

友達に認められないと感じている。

要注意。

兄弟 との心理的つなが りに問題が
|

ある。            |
小柄

1枷

陸

。知能テス ト………大研式D.I.T
。大研式家族題係診断テス ト……大研式F.Co T
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テスト」を実施するとするならたしかに後者の方が好ま

しい。だが考えてみると,災害との関係で子どもを適格

に把握しようとする同じ頭で,使用させる機械があるい

は機械を使用する状況が子どもにとって適格であるかど

うかを把握しようとしないのはなぜなのか。狩野氏もい

うように,こ のことこそが安全問題としては第一義的に

重要なことなのである。

こうして,「安全テスト」を使用することは,正 しく

事態の本質をみきわめようとする教師の目を覆ってしま

う役目をもっているといわなければならない。このこと

について,長崎の教師はつぎのように発言していた。

「安全テストを実施してみると,ほ とんどの子どもが

標準点以上という結果がある。それではその大部分の生

徒は安全なのかといえば,全 くといっていい程だめなの

である。安全に作業を行なうことに習熟させなければな

らないし,安全に作業をできる条件をつくりださなけれ

ばならない。われわれは,安全テスト頼むにたらずとい

うほかはなヽヽ。」

Ⅳ

全国の技術科教師が,前記のltu旨 の「通達」による行

政的指導に唯唯諾諾として従っているというわけではな

い。日教組の第15次教研全国集会では,通達をめぐる次

のようなたたかいとその成果が報告された。注目すべき

ものなので紹介しよう⑭。

「福岡県教育委員会においては『技術・家庭科の安全

対策について』という通達を昭和39年 12月 12日 付,39教

学1236号 をもって, さ らに昭和40年 6月 9日 付40教学

691号 を出した。 この通達は, 地教委を通じて,校長・

そして現場教師に下 りて来た。この通達が学校によって

は,ど こかで止まり,全 く知らされ てい ない教師が多

い。事故がない場合はそれでよいかも知れないが,い っ

たん事故が起きた時は,こ の通達が極めて大きな力を発

揮することになろう。もし我々技術科教師が通達の中に

あることに違反して事故を起した場合には,責任を問わ

れることにもなりかねない。

そこで柳川支部技術科部会においては,こ の通達が出

された時点において,さ っそく,地教委交渉を持ち,次

の点について話し合った。柳り|1支部の技術科は,県の通

達の線からすれば,極めて問題の状態にあり,い つどん

な事故が発生するかも知れない。我々は最善を尽して事

故の防止につとめ,指導にあたっているが,それにも限

界がある。従って通達 (1枚の紙)の 出しっばなしでは

なく,すみやかに技術科の施設設備と教育条件について

4θ

検討され,善処されるよう要求した c

その結果つぎのようなことをとりきめるに至った。

① 柳川市では 8年程前から前後 3年間かけて,技術

科の授業は 1学級を 2分 して行なうようにしてきた。と

ころが最近になって, 2分 してやると教師全体の持ち時

間数が多くなるのでなんとか合併するようにできないか

という声がでて来ていたのだが,通達を契機に 2分する

必要性を再確認させた。

② 技術科の安全管理と安全教育については,地教委

や校長も責任をもたねばならないのだということが確認

された。

③ 技術科の施設設備は,移行措置以来毎年特別予算

を組んでいたのでもう止めようかとい う話題 が で て い

た。しかし,現状は極めて不満足であ り改善しなければ

ならないということで続けて計上することになった。

④ 技術科の安全については地教委・校長・教科担任

で研究会をもって話し合ったが,通達を出したからそれ

は講習会をやれということで第 2回 には実技講習を開か

せた。

⑤ なお県の技術・家庭科研究会はしめつけばか りや

っているが安全のこともやれと要求したので,40年 6月

9日 には地教委・校長を指導する通達を出したとい う。

もれ聞くところの話によれば,最近,学習指導要領の

改定を審議 している文部省関係者のあいだでは,技術科

の木工の部分を少なくするかどうかでもめているといわ ´

れる。せっかく木工機械類を導入したのだから減 らすわ

けにはいかないという強硬意見もあるときく。つまらぬ

意地や業者の要求などを考えるまえに, 日本の子どもの

安全の問題を優先して考えて欲しいものだと痛切に思わ

ずにはいられないc

① 拙稿「技術教育における経験主義の克服 を め ざ し

て」,『教育評論』65年臨時塩千」号参照。

② 原正敏編『技術科の災害と安全管理」(1964年 ),22

ページ。

③ 拙稿「技術教育と安全管理」,『教育評論』63年 11月

号,61ペ ージc

④ 前掲注 2)の 25ペ ージ。⑤ 前掲注 2)の 89ペ ージ。

⑥ 前掲注 2)の 198ペ ージ以下。

⑦ 原正敏「技術科における安全管理・安全指導」『生

活教育』63年 8月 号

③ 拙稿「技術科教育と生徒の安全」『 技術教育』63年

8月 号



⑨ 前掲注 3)62ペ ージ。

⑩ 前掲注 2)の 137～ 145ペ ージ。

C 鈴木寿雄『工作機械の安全テスト」教師用 の手 び

き,26ペ ージ。

C 板山長治「機械操作のための安全対策 の一 方途」

『技術教育』65年 8月 号          ′

G 上野啓一『技術教育における指導上の諸問題』 (日

教組第15次・ 日高教第12次 教育研究全国集会 報 告

書)9ページ。

C 横山開『技術科の本質的追求と安全教育』 (日 教組

第15次 0日 高教第12次 教育研究全国集会報告書)12

ページ。

(専修大学)

<資料>

福岡県教育委員会通達

“安全対策 と安全教育について"よ り

最近,県下中学校,高等学校において,教科時間やク

ラブ活動中における理科実験,運動競技,技術・家庭科

等に伴なう事故が頻発していますが,こ のことについて

は,安全管理や安全教育を単なる事故防止としてのみ考

えることなく,生命尊重,科学尊重,労働尊重の基本事

項を確立するという観′くから指導を行なうとともに特に

下記事項に十分留意するよう貴下各学校 (貴校職員)に

周知方お取 り計らい願います。

記

1～ 4略

5 中学校技術・ 家庭科実習中の安全確保につ

いて中学校技術・家庭科における安全対策に

ついて

中学校技術・家庭科の設備で工作基準 (昭36.6.21文

部省告示第64号)の安全規定に著しく合致しない危険な

機械類を使っているむきもある。また安全装置のある機

械でも多数の生徒が集団で自習している現状および生徒

の精神的,身体的発達段階にかんがみ,下記要領による

安全対策の樹立と実施の徹底を期する観点から施設設備

について常に実情を把握するとともに,その充実につい

て格段の配慮を行なうことが望ましい。

記

1 生徒に守らせる中学校技術・家庭科の安全規則につ

いて

(1)安全規則は学校長が設定し,担当教員によって生

徒に周知徹底させる。

(2)安全規則には実習室内の服装に関 す る こ と,行

動,整頓に関すること,機械類の操作に関すること

破損異常発見の届出に関することが含まれること。

2 特定機械の安全対策について

(1)丸 のこ盤,手押しかんな盤

ア 刃物部分に安全カバT,ベル ト部に安全カバー,

又は,柵 を設けること。           `
イ 作業者を含めて周囲 80cm以上の床上に安全色に

よる区画をえがき作業者 1入だけ許可し,こ の中で

f/F業 させること。

ウ 板押し,板押えを常備し作用させること。

工 調整は生徒にさせないこと。

オ 削材の厚さ,長 さの上限,下限をそれぞれの機械

に応じて規定し,それ以 Fl・のものは切削させないこ

と。

力 死にぶしは手押しかんな盤で切削させないこと。

キ 材料は木取 りできる寸法で調達するとか,グルー

プ製作をとり入れるなどして多数の生徒が集中する

作業を避けること。

ク 日曜大エセットの丸のこ,手押しかんなは使用さ

せないこと。

ケ 旧式で安全対策のほどこしようのないものについ

て学校長は,市町村教育委員会に報告し使用を禁止

すること。

(2)卓上ボール盤

ボール盤万力をつけるかジグを使わせ固定しない穴

あけ作業はさせないこと。

(3)両頭研削盤

ア 防塵用透明盤をつけるか防塵めがねをつけさせ ,

はだか目による研削作業をさせない。

イ 研削するときの足の位置を床の上に描いておきT_t

石外周の切接方向から体をさける。

(4)発動機

スクータ,原動機の操作技術の指導はさけること。

3 電源対策について

実習室の主電源は,施錠し,毎授業時担当教師が開

閉すること。

4 放課後の実習について

やむを得ず行なうときには,正規授業と同じく監督

すること

5 危険を予想される生徒について

身体的欠陥,精神的疾患等,機械の使用に適切を欠

く生徒を把握しその指導について特に注意すること
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技 術科 教 師 の怒 り

太勇刀 良『

技術科とはなんという不合理な教科だろう

技術科 (今技家科を使宜上こういうことにしておく)

教師は,週24時間も受持っているという現実をどう解釈

するのかということである。週 1時間の授業は,年間に

すると40時間の拘束を受けることになる。『なんだ 2時

間や 3時間位多い少いなんて……』という人もあるが,

とんでもないことだ。こんな考え方をしている人は技術

科の経験のない人であろう。技術科は他教科とちがい援

業が終ってすぐ職員室へ引き帰せるものではない。それ

に 2時間連続の時は,休み時間なしでやらねば,生徒た

ちが作業をしている時に,放任しておいて, 自分だけが

準備室で煙草をふかしているわけにはいかない。

もう少し具体的にいおう。わたしの場合,無担任である

というJ点 はよぃのだが, この外に事務分担としての生徒

指導部長という大役があり,理想的には, 1時間 1時間

の休み時間中には,職員室へもどった方が良いのだが,

これができない。これを実践するとなると,技術科の授

業では,製図の時ぐらいしか,技術室をはなれない。他

の製作や組立学習の時の2時間連続の時は,ど うしても

離れられないのが実状である。

それに,学年主任ときていて,学年は 8学年,副任を

加えて, 自分もいれ職員12人のめんどうと生徒の問題が

常にからまってくる。

学籍簿 (生徒指導要領)の証人の説明や督促,集金の

伝達,諸行事の立案等,技術科以外のことで頭がいっば

いになることが度々である。

秋の遠足にいつて,生徒が蜂にさされた時など,28人

もさされたということもあったが,あ との始末の長く続

いたことや,あちらこちらに説明をせねばならないし,

学年主任の仕事で技術のことを考えられなくなってしま

うことが時々おこってくる。

おまけに最近は生徒の非行が全国的にも否世界的にも

:激増とあって,その例にもれず,わたしの学校等でも,

5θ

相ついで非行の事件が時々おこってくる。その度に,警

察署や愛護センターに応待せねばならないし,生徒の家

庭訪間もせなければならない。学校内では,遅亥1,服装

清掃等の規律の問題,休み時間中の事故防止の問題等…

…本当に問題が多い。それに校外補導,安全教育,避難

訓練,生徒会,落し物,等,学校内のあらゆる生徒に関

する雑事が混在している生徒の指導のその部長とあって

は,おちおち落付いて技術の準備室に明日の技術の準備

や研究に時をすごすということが不可能になってくる。

この原稿をかいている週は,ち ょうど週番で,毎 日いつ

もより早く出勤し,中食時間には,校内を巡規せねばな

らないし,放課後も生徒の居残りがないかたしかめて帰

らねばならない。手控きの時間には,校内を巡規して,

授業をサボっている生徒がいないか廊下や講堂その他の

特別室をのぞいてあるかねばならない……といったあん

ばいである。こんなことは何もわ た しの学校だけでな

く,全国どこの学校にでもあるごく普通のことである。

一一これは教師に雑用が多いという1例にすぎない一―

こういう中にあって,新しい教科である技術科の教師

は,一体何ができうるであろうか。

カンナの手入れと一日に言っても,台直しを例にとっ

ても 1台に15分位かかる。わたしの学校の場合台直しカ

ンナは 1つもなく, 2～ 3年前わたしが着任して 1丁か

っただけである。これは実は,見本的に買っただけであ

ったが,先般,職業訓練所の木工主任をやって,定年退

職をした牧沢氏がわたしの町の中学校を 2～ 3日 無料で

巡回して台直しについて教わったわけである。(か って,

師範学校時代に工作の教師に習ったことはあったが)前

任者だって知らないわけではない。一一それがなぜでき

ないか,……・他の雑用が多すぎるから, とてもそこまで

手が届かない……といいたい。下端定規だ ってなかっ

た。今度,技術科の設備充実参考例でも18学級以上には

台直しカンナ 2台に下端丁規 2個 となっており,カ ンナ

は25台 となっておる。これは一応のメヤスとは思うが,
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実状は,50台 のカンナを準備しておき,25台 出しておき

2～ 3時間位使ったらその中の悪いものと入替補充をも

ねばならない。 50台 全部出して作業させると,作業能

率は上るように思うが,か えって,切れあじの悪いカン

ナをつかわせておくことになるので,現在は20台位出し

ておく (班に 2～ 3丁 というところ)。

これを修理する時間,ま たは修理に出す修理代がたい

へん高くなる。 1年生と2年生が使うので,年に 2回 出

せば50台 のカンナで9000円 の修理代 (ト ギ代)がいる。

この外ノコギリの目立も2年に一度はやらね ば な らな

い 。

ところがこういうカンナの修理代だけ ではない。他

に,テ スタの修理,自動カンナの刃,機械鋸等の刃の修

理もいる。一―これが正当だと見積ってくれないのであ

る。一一こんなもの修理すればよい の に という者が多

い。 5～ 6台のカンナならよいが,50台 ものカンナの修

理には,も のすごい時間をかけねばならない。手すきの

時間を全部かけてもできたものではない。

ましてや,新しい教材にいどむ研究などできたもので

はない。工具の点検と保管,次の時間の準備,指導書や

教科書にざっと目を通すだけでせいいっばいの手すきの

時間に,カ ンナとぎをやらねばならない一一なんという

不合理な教科であろうか。

他の教科の教員をみていると, 1時間ごとの休み10分

間は充分休める。お茶ものみ煙草もふかせる。手すきに

は,世間話しや,昨 日みた映画やテレビの話,さ ては,

いろいろの人生話までして愉快なものだ。だが,われわ

れには,こ の人たちと同調して,話しあえる時間は週に

1～ 2度あるかなし,こ んな人を相手にしていては,毎

日の時間がおざなりになって何もできずにしまう。

2時間連続の時間は良いものの悪いもの,十分間の中

休みを,休み時間として放任しておくと,半分位いは,

あばれ廻った り,ふざけておるし, カンナやノコギリが

あれば,机や腰掛を傷つけないとも限らないし,半分は

作業をしているので放任もできない。

だから連続 2時間の時は,職員室いや,準備室へもも

どれず,生徒と共に, 2時間教室にいることになる。10

分間の休みも授業したから,10分早くしまうと,他の教

室のものにじゃまになる。一―学校の生活時間を守らな

いことになりかねない一―だから, 2時間連続の時間が

週 8回あれば80分間の休み時間が,な くなる。なんとい

う不合理な労働時間であろうか。だから週24時間の授業

といっても,実質は 2時間連続を計算にいれれば25～ 6

時間となる。

この上さらに,他教科なみに,手すきの時は,手すき

の故をもって,補欠時間が配当されて,他教科の監督に

いかねばならない。

なぜこんな馬鹿げた泣きごとをいわ ね ば な らないの

か,一―お前はこんな泣き言をいうのなら他教科にかわ

ればよいではないか ! 技術科の宿命だ とい う人もあ

る。人いわく,運動クラブではまだまだたいへんだとい

う人もある。放課後おそくまで生徒たちと練習をしてい

る。

ところで,カ ンナを 1時間とぐのと,テ ニスや野球を

1時間やるのとを同じに判断できるであろうか。

カンナをとぐ1時間の方が余程痛苦を伴うものである

ことぐらいは承知であろう。

技術科教員を一段低 く評価する校長

技術科教員は,他の5教科の教員よリー段低いものと

誤解されている事実がある。

たとえば,学年主任というものを大きな学校ではおい

てあるが,技術科の教員は, 1年生の学年主任はさせて

も, 2年生や 3年生の進学近い生徒の学年主任は敬遠す

るという校長がある。それは,多忙だから無理だ ! と

いう考え方と,それ以al‐,技術科 の よ うな 4教科の者

は,一段低い教科だから,大事な 5教科優先で,教育全

般のことにはうとく,大事な 3年生の進学生は任せられ

ないという思想であるのかも分らない。

事実として,こ うぃうことが各地にありはしないであ

ろうか。文科優先, 5教科優先,技術者劣視の思想は今

も猶根づよく残っていて,朝から晩まで,こ つこつカン

ナの手入れでもだまってせよといわんばか りだ。

技術科の教師だって,教育の何たるかは理解している

はずだ。決して他教科に劣るものではない。かえって,

教育的には進んだ思想をもっていると思う。

上級進学に血まなこになって,ただつめこみ,テ スト

で押しまくり,進学生優先,就職生劣等視の幣害をつく

っている教師,能力差をつくり,放任している教師,数

学の%も 知らない生徒が放任されている。そのままにし

て次々と詰めこんですませている。一一それでよい教育

だ,と 思いこんでいる教師たち,校長たち,

技術科では,能力のおくれた生徒には,それなりの物

をつくらせている。できなければ目につくのだから,ネ政

課後のこして,本立てつくりを手伝 ってや り完成させ

る。能力のすぐれたものも, お くれ た者も平等に大切

に, 1人 1人の人間をみつめて,教育に恵念している技

術科の教師をつかまえて技術科は一段と低い ! 4教科
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は軽く扱われ,高校進学に直接影響力のない教科の故を

もって,軽視,さ らにベツ視さえする。

なんというバかげた教科であろう。時間は多く,体み

時間もなく,後片づけ,工具の管理準備と多忙なのに,

正当に評価されないこの教科,こ の教師たち,一一そし

て果ては,技術科だから, といって学年主任も敬遠する

一-3年や 2年は受持たせない !

技術科の充実は公費でせよというが

わたしの学校で,購売部があり,利益金が年間30万円

ぐらいあるようだ。これの一部20万円をどう処分しよう

かということになったが, これも,進学優先の思想にた

ち, 3年の主任から出された,謄写ファツクスという器

械をかおうということになぅた。

しかし,各部や各係 りから,それ以前希望がたくさん

出た。技術科からは万力,金工工作机を出した。旋盤を

出したかったが遠慮した。剣道防具とか,湯含設備,テ

ント等……でた。技術の場合は万力が設備参考例でも25

台だから,現在は13台 であるので,残 り12台 どうしても

ほしい。 1台 4000円 のでも, 4万 8千円,それに頑丈な

工作机 5台と要望しておき,企画委員会 (代表12名 で構

成)の中でも強く望んだが,結論や校長,他教科の教員

の意思としては,『教科に金をまわすのは良くない。技

術科に金がいるというが,他 の教科だっている。他の教

科にも分配せよ……』とか技術の設備の充実は当然公費

ですべきだという。まことに当然のことであるが,その

公費たるや年に4～ 5万円を注いだとて,不足分 7～ 80

万円を補充するのに10年近くかかる。岡山県の東中学校

のように,年間の備品費を 2～ 3年続けて,技術科に注

入したという英断をする校長や学校では, 2～ 3年で充

実してしまうが,年間 5～ 6万円ぐらいの金 で ど うし

て,旋盤が充実できようか。

こういうことをのべても,根本的には技術科軽視の思

想が根強く底に流れている教育界では無理な相談なので

ある。

何か研究会か視察会でもあると少し充実はする。技術

科の研究会長にでもなると,少しは充実するという考え

方が多く,ブラスバンドに25万円の寄附をつのっても,

旋盤には誰も意欲を立てない。一一なんという,技術科

はみじめな教科であろうか。

職業科 (工業)に冷淡な中学校

文部省の厚沢先生が昨秋10月 2日 に福井県で講演され

た時も『職業科には文部省自身もいままで軽く扱ってき
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たきらいがあり,文部教研でも取 りあげ て こなかった

し,設備充実にも余 り熱意があったとはいえない……」

(発言はそのままではない。要旨だけで)

Fそ こで,今年度から,文部教研に職業科をいれた』

といわれた。

わたしの学校の同僚も文部教研の職業科に出席し帰っ

てきて『職業科はみんなが困っているようであった。か

えって職業家庭科の時代が良かったという話し合いがな '

された……』といっていた。

岩手県上閉伊郡大槌町の佐々木勇 氏 か らも賀状の端

に,『 40年度の文部教研に東京大会に出席しました。職

業科に出ましたが全国的に低調なのに驚きました。……』

とかいてあり,佐々木氏は以前から職業科に挺身してき

た同志であり拙著『 日本の漁村』を通じて,漁村教育に

ついて同じ悩みに励ましあった仲であつた。だが,技術

科の時代になってもこの悩みは同じであり,少 しも進展

はしていない。文部省が冷淡ならば,県も同様であり,

市町村の教委も同じであり,校長も手先きで同じという

傾向は日本の特色であって今さら珍しいことではない。

どこの学校でも同じことである。技術科を軽視する思想

は一貫して職業科にも共通している。

毎年きまって2学期か 3学期になると就職生と進学生

の対立が強くなり,各学校でもそのことに意を注ぐ。と

くに校長は『就職生にも言葉をかけよ』『就職生という

言葉をつかうな』とまでわたしが講堂で生徒に注意した

あとに注意した。

だのに,予算的措置は何一つとしてないではないか。

工業科を指導するために予算は 1円 もなく技術科の備
:

品を共用しているにすぎなく,職業科の本来の使命をは

たすことはほとんど不可能である。旧工専を出た教師は

いるが,設備備品は完全に零である。これでは,いかに

工専出がいても何いもならない。

工業科はあっても,予算をなぜ計上しないのか,職業

科なぞ問題にしないのである。

ただ高校進学生の対策にのみ腐心している現在の中学:

校は,職業科とは名ばか り,教科書をよませても,ろ く

によめないという。こ̀う いう生徒たちには実際に仕事を

させた方が良ミヽ̀のに,作業をする設備がない。

工業科とは悪くいえば, 一種の救貧制度みた い で あ

る。家庭貧困の生徒は,私立の高校へもいけず,い きお

い就職をえらぶ。就職となると工業にか ぎ らず必要だ

が,わたしの中学では,商業と工業とえらんでいる。

どれも,担任の先生の話では,『授業中はまじめに聞

いていないし,本をよませても全然読めない。……・作業
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させれば比較的よろこんでやる……』という。

というわけで,ス トープの石炭ガラをまきち らした

り,雪の降った時は,雪をのけた りというわけで,作業

をさせることをいつも考えていた方が良いようで,数科

書など,や っても何にもならないようである。

作業だけは喜ぶ……といぅことだけは愛す べ き点だ

が,こ の点を生かすための設備が全くない……設備の充

実費をさっば り計上しないのである。こういう面に理解

:がない,ム ダな金としか思っていなく,学校当局や父兄

の大多数は,高校進学しか念頭になく, 4教科は50点 の

「配′点だから5教科 (国 0社数・英・理)の教科は 100′点

満点の配点だから,半分の扱いでよいとでも思っている

ようだ。

そして,いつも『就職生にも言葉をかけよ』とか F就

職生と進学生の言葉をつかうな』というような配慮しか

せず,具体的に積極的に, この子等を喜ばせてやるため

に,工業科としてのはじない設備を充実するということ

'に
は何も関心を示さない。……・少数だから,無視されて

いるのであろうか,否 ,技術科の軽視の思想が最も極端

|に工業科に表現されているのであろう。

技術科から足を洗えとすすめる指導主事

ある指導主事が,『もういいかげんに,技術科から足

を洗って,他の理科か数学へかわった方が良いのではな

いか』といった指導主事に友人をもつ某教師は告白して

ヽヽた。

それは,『技術科に足をつっこんでいると浮び上らな
.い

』というわけであるようだ。

そういえば,わたしの前任者は
｀
社会教育主事になっ

て市教委に入った者もあるし,県の教委へ入ったものも

知っている。

結局,いつまでやっていても,中学校では軽視されて

いる技術科は,教師その人までも軽視し,いい年になっ

ても,教頭や校長になれずに終るというわ け であろう

か。

技術科から足を洗 うとい うこ とは,相当流行してい

る。わたしの知る限 りでも,理科ににげた者,数学にに

げた者がいる。技術科再教育講習会 (文部省主催)に 出

席して 2級免許状をもっていながら,技術科をもとうと

はしないのである。

旧工専を出た人は,技術科の最適任だが, こういう人

の多くは,新設の工業高校へ転出す。そうでなければ,

理科や数学ににげていく。

だから,あ る指導主事が,『足を洗った方が良い……』

という意味も了解できよう。

さらに,教育の社会では,通念として,教頭,校長に

栄進のことを皆考えている。

こういう時,いつも不合理な技術科教師はここでも,

ハンディキヤツプを受ける。

中学校では 5教科偏重である。高校入試に直接した教

科でない 4教科とくに技家は,前述した通 リー段と低い

教科と目されている。一―それは,予算の配分の少なさ

―一ある小学校から転出してきた教頭は,工業科の設備

などないとわたしがいうと,計画性がないからだといい

かえしたが,文部省や,教委だって,職業科など問題に

はしていないのだから,計画的に充実もできるものでは

ない。

技術科教師の夢

生徒たちは喜んで作業をやる。倉1造的な仕事をするこ

とは特に喜ぶ。目分で好きなものをつくることなど大喜

びだ。もともと子どもたちは,倉1作することが好きなの

だ。

創作の好きな生徒たちに,どんどん,材料を与え,教

師にはもっと授業時数をへらしてのびのびと研究できる

ようにして,雑用をへらして,本当に生きがいを感じさ

せるようにしたい。

技術科教師は,教育の本質的なものにいつも取 りくん

でいる ! という自覚をもつことを誇 りとしたい。

暗記一点張 りの教育界,行 きづまりの受験教育,本来

の教育の姿はゆがめられてしまっている。この中でただ

1つ技術科のみは,生徒の個性に即し,のびのびと,記

憶一辺倒にたよらない本当の教育をすべきだ。

技術科にも暗記させるところは多少あるが他教科の比

ではない。この教科をもつ教師の悩みや怒 りはつ きな

い。この教科を持つ者の怒 りを述べた次第である。

(福井県武生市第 1中 学校教論)
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アメリカにおける電気教材

ソ ル ダ ー ガ ン (は んだづけ用銃)

一―電気機器組立のはんだづけに便利な用具――

1月 号に紹介した,R・ ミーラーのテキストから,教    このガンは,65Wの容量のものであり, こてにあたる

材 2つを紹介する。                  銅線は,約 8秒 ぐらいで,はんだをとかす温度になる。

鉄心 (B)

カバー(B)

鉄心 (B′ )

鉄心 (A)

5Z

鉄心 (A')

l:.k= 4 tv

＼
カバー(A)

ゴム輪



「

表料材

製作の要 J点

(1)鉄心 (A)と 鉄心 (Aノ)を コイルに入れたのちに,

鉄心 (B)と 鉄心 (Bノ )を入れる。

佗)カ バー(B)の 1方を,銅板(2次側)が とおるよう

に切 りとる。

(3)鋼板に銅をとめるボル トは,銅板の上下が接触し

ないような長さに切 りとる。

に)絶縁紙は,銅板とカバーや鉄心との間を絶縁する

ように用いる。

(励  1次コイルは,布テープでまいたのち,ニ スを塗

る。

(6)1次コイルのリード線をコードに接続 (はんだづ

け)する前に, リード線の先端の絶縁をとりさっておく

(7)ハ ンドルにあける穴は, コードの太さや トリガス

イッチの太さにあわせてあける。

セ レ ン 整 流 器

材 料 表

電 解 コ ン デ ン サ 1 40mF,150V

抵   抗

レ セ プ タ ク

電 燈 用 コ ー

スイッチ, さしこみプラグ,箱用の木材

製作の要領

(1)整流器と電解コンデンサの両極をよくたしかめて

まちがえないようにする。

け)抵抗器は,測定したのちに使用する。

(3)整流器も測定 (500mA,130V)したのちに使用

する。

14)電解コンデンサは,少なくとも,直流で 150Vで

なければならない。

(励 直流モータをもつ電気器具を使 うばあいのさしこみ

部 品 名

′ヽ ン ド

積層鉄心

積層鉄心
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日は, 1つにし,一時に多 くの器具を使わないようにす

る。

(6)箱は,組みたてる部品の大きさによって寸法をき

めて木材で工作する。なお,箱にはふたも工作する。

もし,ふたなしで使用すると,感電のおそれがあるの

で,かならずふたをして使用しなくてはいけない。

整流器、

/
木製の箱

(3、 たも工作する)

配 線 図

スイ

デンサ

スイ ,′ チ

｀

ひ
＼

/
スイッチを

固定するナット
｀
電気器具のプラグを

｀

R`に

て

'し

こむ口

電
解

コ
ン
デ
ン
サ
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エレク トロニクスの簡単な応用装置 (9)

過電圧 リンT(不足電圧 リンー)

稲   田 茂

電気機器は,定格電圧 (電気機器に加えてもよ

い規定の電圧)以上に高い電圧を加えて使用する

と,機能不良になった り,破損してしまった りす

る。しかし,長時間連続的に使用している場合な

どには,電源の電圧が変動してもわからない場合

が多い。そこでこの装置は,電源電圧が変動して

高くなると,自動的に電源回路を切って,電気機

器に電圧が加わらなくなるようにするもので,そ

の記号配線図を示すと,図 1の ようであ り,図か

電 圧 リ レ ー

やがて電源電圧が変動して高くなると,40Wの

ランプの電気抵抗が急に大きくなり, トランスの

1次側に交流電流が流れて, トランスの 2次側に

らわかるように,サイラ トロン,継電器, トラン

スなどで構成されている。

いま図のさしこみプラグを,電源コンセン トに

さしこみ,ス イッチSlを入れると,40Wの ランプ

(電球)に電流が流れるから,やや時間をおいてス

イッチS2を入れる。するとサイラ トロンTY66G

が放電し,プ レー ト電流が継電器Aを通って流れ

るので,継電器が動作し,接点 aが接触 して。負

荷 (電気機器)に電源電圧が加わる。

記 号 配 線 図            、

交流電圧が生じる。この電圧によって,サイラ ト

ロンの放電が止まり,プ レー ト電流が断たれるの

で,接点 aが開放し(離れ),負荷に電圧が加わら

40Wラ ンプ

■し二みプラグ



なくなるしくみにな っ て い るcつまりこの装置

は,電源電圧が定格値のときは,負荷(電気機器)

にそのまま電源電圧が加わ り,電源電圧が高くな

ると,自動的に電圧が加わらなくなる (負荷の電

源が切れる)。 なお,電源が切れる電圧値は,400

Ωのボリュームによって,あ る程度 コン トロール

することができる。

1)主要部分 (部品)の しくみと働き

(a電圧変動対応回路  図 1か ら,電圧変動対応

回路だけを取 り出して示 す と,図 2の ようにな

る。この回路は,40Wの ランプと トランス (巻数

士L5:1)の 1次巻線 とが,並列に接続 され て お

40Wラ ンプ

図 2 電圧変動対応回路の働き

り,電源電圧が定格値のときには,交流電流は,

図の実線の矢印のように,40Wの ランプのほうを

流れ, トランスの 1次巻線にはほとんど流れない

(ただし,ラ ンプはあたたまる程度で,点燈しな

い)。 したがって, トランスの 2次巻線には,ほ

とんど電圧が生じない。つぎに電源電圧が変動し

て,定格値よりある程度高くなると,4CIWの ラン

プを流れる電流が大きくなり,ラ ンプのフィラメ

ン トの温度が上がって,その電気抵抗が急に大き

くなるので,交流電流はほとんどランプを流れな

くなり,図の破線の矢印のように, トランスの 1

次巻線を流れる。そのため トランスの 2次巻線に

トランスの巻数比に応じた交流電圧が生じる。

このように トランスの 2次巻線には,電源電圧

の変動に応じて,交流電圧が生じなかった り,生

じた りする。

5θ

6)サ イラ トロン動作回路

前の場合と同様にして,サ イラ トロン動作回路

を示すと,図 3の ようになる。(alの ところで述ベ

たようにして, トランスの 2次巻線に,交流電圧

が生じない場合には,サ イラ トロンTY66Gの グ

リッドが, カソー ドと同電圧 (グ リッドが OV)

になる。そのため,プ レー トとカソー ド間に加わ

っている交流電圧によって,サ イラ トロンが放電

し,継電器Aを通ってプレー ト電流が流れる。こ

の電流によって継電器が動作して,継電器の接点

aが接触する。

図3 サイラトロン動作回路の働き

つづいて トランスの 2次巻線に,交流電圧が生

じた場合には,こ の電圧によって,図のように,

サイラ トロンのグリッドがカソー ドに対して①電

圧になる。交流電圧の半サイクルごとに,図の実

線の矢印のように電流が流れ,50K Ωの両端の電

圧が,図の①Oの よ うに な る。この電圧によっ

て,サ イラ トロンのグリッドが,カ ソー ドに対し

て○電圧になるので,サイラ トロンの放電が止ま

り,プ レー ト電流が切れるcそのため継電器が復

旧し (も とへもどり),接点 aが開放する。

(注)図 3の ように,交流電圧によってサイラトロン

が放電し,プ レート電流が流れる場合は,交流電圧

の①の側半サイクルで,サイラトロンのプレー ト

が,カ ソードは対して①電圧になるときだけである

(○電圧になるときはプレート電流が流れない),そ

のためこのままでは,糸区電器の接点aが振動するか

AC 100V
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ら,継電器に並列に 2μFの コンデンサを接続し,

コンデンサの充電・放電によって,接′点が振動する

のを防いでいる。

lCl主要部品  継電器,ボ リューム, トランスな

どがあげられるが,こ れらについてはすでに何

度も説明したので,こ こでは解説を省略する。

2)回路の働き

まず図 4の スイッチSlを入れると,40Wの ラン

プに電流が流れて,フ ィラメントがある程度あた

たまるから,つづいてスイッチS2を入れる。いま

さしこみプラグ

40Wラ ンプ

図4 過 電 圧

やがて電源電圧が変動して,定格電圧よりある

程度高 くなると,40Wの ランプを流れる電流が大

きくな り,ラ ンプのフィラメントの温度が上がっ

て,その電気抵抗が急に大 き くな る。したがっ

て,交流電流はほとんどランプを流れなくな り,

トランスの 1次巻線を流れるから, トランスの 2

次巻線に交流電圧が生じる。このようにして, 2

次巻線に交流電圧が生じると,その電圧が,図の

①Oの ようになる。交流の半サイクルごとに,図

の一点さ線矢印のように電流が流れる。この電流

によって,50K Ωの両端に生じた電圧で,サ イラ

電源電圧が定格値であれば,図の破線の矢印のよ

うに,交流電流40Wがのランプのほうに流れ, ト

ランスの 1次巻線にはほとんど流れないから, ト

ランスの 2次巻線には,ほ とんど電圧 が 生 じな

い。そのためサイラ トロンTY66Gの グリッドが

カソー ドと同電圧になるので,プ レー トとカソー

ド間に加わっている交流電圧によって,サイラ ト

ロンが放電し,図の実線の矢印のように,継電器

Aを通して,サイラ トロンにブレー ト電流が流れ

る。この電流によって継電器が動作し,継電器の

接点 aが接触するの

で,負荷(電気機器)

に電源電圧が加わり

,負荷が動作する6

リル ー の 働 き

トロンのグリッドが,カ ソードに対して○電圧に

なるので,サイラトロンの放電が止まり,プ レー

ト電流が切れる。そのため継電器が復旧し,継電

器の接点 aが開放するから,負荷に電源電圧が加

わらなくなるわけである。

以上が過電圧 リレーの働きの概要であるが,こ

の装置は,回路を一部変更すれば,不足電圧 リレ

ー (電源電圧が定格電圧より低くなると,自動的

に電源回路を切る装置)と しても利用できる。

不足電圧 リレーの記号酉己線図の 1例を示すと,

図 5の ようであり,その働きの概要を述べると,
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2μ F

50k Ω

配 線 図

て継電器が動作し,

で,負荷にかかって

なる。

て,その電気抵抗が急

に小さくなる。そのた

め交流電流は, トラン

スの 1次巻線をほとん

ど流れなくな り, 2次

巻線に電圧が生じない

から,サ イラ トロンの

グリッドは,カ ソー ド

と同電圧になり,プ レ

ー トとカノー ド間に加

わっている交流電圧に

よって,サイラトロン

が放電し,継電器を通

してプレー ト電流が流

れる。この電流によっ

継電器の接点 aが開放するの

いた電源電圧が切れることに

さしこみプラグ

5Wラ ンプ

図5 不 足 電 圧 リ レ ー 記 号

つぎのようであ・る。

まず図 5の スイッチを入れると, 5Wの ランプ

(2CPと 記してある100V用の小形ランプ)が点

燈するから,つづいてスイッチS2を入れる。いま

電源電圧が定格値であれば,点燈している5Wの

ランプの,フ ィラメントの抵抗が大きいので, ト

ランスの 1次巻線にも相当電流が流れ, 2次巻線

に交流電圧が生じる。この電圧で,サイラ トロン

のグリッドが,カ ソー ドに対して①電圧になる半

サイクルごとに, トランスー→50K Ω一→ グリッ

ドー ヵソー ドー→ トランスの回路に電 流 が 流

れ,50K Ωの両端に生じる電圧によって,サ イラ

トロンのグリッドが,カ ソー ドに対して○電圧に

なる。そのためサイラ トロンは放電せず,プ レー

ト電流も流れないから,継電器Aは動作せず,継

電器の接点 aも 接触したままにな り,こ の接点を

通して,負荷 (電気機器)に電源電圧が加わ り,

負荷が動作する。

やがて電源電圧が変動して,定格電圧よりある

程度低 くなると, 5Wの ランプを流れる電流が小

さくなり,ラ ンプのフィラメントの温度が下がっ

6θ

(注 1)サ イラ トロンTY66Gは , TY66GT(GT管 )

に替えてもよい。両者の特性はまった く同 じ で あ

る。なお,こ れらのサイラ トロンは,すでに他の装

置の場合にも述べたように,使用する継電器との関

連を考慮すれば,そ の他のサイラ トロンと替えるこ

ともできる。

(注 2)100V用 40Wの ランプを例にとると,そ のフ

ィラメントの電気抵抗は, ランプが消燈 していると

き (常温約 20° Cで, フィラメントに電流が流れて

いないとき)約 17Ω で ぁ るが,点燈したとき (約

2500° C)は ,約250Ω になる, このようにランプの

フィラメン トの電気抵抗は,温度によって大きく変

化する。

(注 3)ラ ンプと並列に接続する トランスの 1次巻線

の電気抵抗は,350～450Ω くらいのものであること

が望ましい。

(注 4)継電器に並列に接続するコンデンサは,継電

器接点の振動を防ぐためのものであるから,すでに

前にも述べたように, 1～4μFく らいのものなら,

何 uFの ものでもよい。

(注 5)過電圧 リレーのボ リューム 400Ω ,ぉ よび不

足電圧 リレーのボ リューム30Ω は,ど ちらもB形の

もの (抵抗値が軸の回転角に比例して,直線的に変

化するもの)が よい。なお, これらのボ リュー

^は軸のまわ りに,あ らかじめ適当な目盛 りをふってお

くと,電源の切れる電圧値を調節するのに,便利で

ある。 (東京工業大学付属工業高校教諭)



第5回 技術・家庭科夏季大学講座 予告
ことしも,下記により本誌編集委員会の主催で,標記講座を開催いたしますので,みなさま

がた多数の参加を期待します。

技術科夏季大学講座要項

〔会期〕 昭和41年 7月 29日 (金)～ 8月 1日 (月 )の 4日 間

〔会場〕 東海大学――東京都渋谷区富ケ谷 1431(塁
軍猶貧堅腑 零i分笠だ兵薦笏率婆)

〔講師と題目〕

<共通> 生活と科学の歴史

電気教材の指導

倉1造性の開発

災害と安全 (不注意物語 )

<選択> 技  術

機械教材の指導

材料の科学

鉄鋼産業の現状と動向

技術学習の心理

<選択> 家 庭

家族関係 と家庭教育の諸問題

食品の科学

服飾史

材料の科学

〔日 程〕

科 学 評 論 家

宇都宮大学教授

東洋大学 教授

労働科学研究所

東海 大学 教授

東京 工 大教授

東大生産技術研究所

青山学院短大助教授

群馬大学教育学部

東海区水産研究所長

(技術と同じ)

岡  邦  雄

馬 場 信 雄 (交渉甲)

恩 田   彰

狩 野 広 之 (交渉中)

真 保 吾 一

崎 り|1 範 行

雀 部 高 雄 (交渉中)

松  崎  巌

島 津 千利 世

天 野 慶 之

村 止 信 彦

■
■
■
■

日  時 午前 9:00-10:30

7月 29日 (木)1 生活の科学 0技術の歴史 電気教材の指導

7月 30日 (金 ) 創造性の開発 1 災害と安全(不注編

オ リエ ンテ ーシ ョン

7月 31日 (土 )
男 機械教材の指導

女 家族関係

男 材料の科学

女 材料の科学

技術学習の,心理

服 装 史

鉄鋼産業の現状と動向

食品の科学
8月 1日 (日 )

〔参加会費・ 申込〕

1 会  費  2,500円 (資料費,見学バス代その他を含む)

2 人  員  200名 (会場の関係で定員に達したばあいは申込期日前に締切る)

3 申込方法  7月 15日 までに予約金 1,000円 をそえ,下記へ申込むこと

(不参加の場合予約金は返去「しない)

4 申 込 先  東京都目黒区上目黒 7-1179 産業教育研究連盟講座事務局

振替―東京 55008番 TEL東 京 (713)0716

申込書には,勤務先所在地と名称,連絡所,氏名,予約金額を明記して下さい。i     なお,
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<主題> 技術教育の本質 と教 程の再編

― 何をどう教えたらよいか一

本連盟では,毎年夏に研究大会を開催し,実践家・研究者が集まって研究討議を行なってき

ました。本年度もまた,別項のとおり研究大会を開催しますc

,と くに本年度は, これまでつみ重ねられてきた実践を集約検討して,子 どものより広い,よ

りたしかな発達のために,どのような課程を用意すべきかを明確にしたい。いまや全国のすベ

ての教師に,その点での発言が可能になっていると信じます。

この教育に関心ある方々多数の参加を願い,御案内します。

産 業 教 育 研 究 大 会 要 項

〔期 日〕 昭和41年 8月 4日 (木)～ 6日 (土)の 3日 間

〔会 場〕 京都教育文化センター

〔主 題〕 「技術教育の本質と教科課程の再編」

一―何をどう教えたらよいか一―

〔日 程〕

第15次 産 業 教 育 研 究 大 会 案内

第 1日 (4日 ) 全体会 1分科会 1昼休 分 科 会 問題別分

第 2日 (5日 ) 分 科 会  1昼休
|

分 科 会 (休 憩 ) 1問題別分

第 3日 (6日 ) 全 体 会

(全体会)第 1日 目の全体会は総括的問題提示

第 3日 目の全体会は集約討論,今後の研究方向・方途の確認

(分科会)|ま じめは,こ れまでの分野別にわけない。必要分野が的確になった段階で分科する。

女子参加者についても同じ。夜は問題別分科会とする。

〔問題提起〕 問題提起の発表を求める(分科会のみ)。 “私は普通教育における技術教育は,

こうあるべきだと考え,こ のような実践をした。その結果は……"と いうよう

な発表を望んでいる。

〔会費申込〕 1会  費 500円 (但 し会員は400円 )

1申込期日 7月 10日 (会場のつごうにより当日申込みは受けつけないことがある。)

1申込方法 別記様式により会費をそえて,連盟事務局ヘ

(休

散 )



■
―

■

,自〕〔宿 1宿泊場所 教育文化センター周辺の旅館 (お うぎや)

1宿 泊 料 1人 1泊 (2食付)1,000円

1申  込 別記申込様式中の必要事項明記の上,予納金 300円 をそえて連盟

事務局ヘ

東京都目黒区上目黒 6-1617 産業教育研究連盟事務局

TEL。 東京 (712)8048  振替―東京 55008番

〔申込様式〕 (用紙ハガキ大)

氏 名
|

(性別)男・女

所  属 学校

連絡所

会 費 非会員 (500円 ) 会員 (400円 )<会員番号

〔申 込 先〕

|          ~
|

3日

4日

5日

6日

一
般
験
般

一一  夕食

目量  多曇 信言昌む)

昼食  一―

宿 泊

所 属一一勤務学校,研究所などの所在と名称

連絡所一―休み中の連絡になるばあいがあるのでできるだけ自宅を。

宿 泊一―申込みと食いちがう場合は混乱するので,明確に記入されたい。もし変更のばあいは,

直ちに連絡されたい。予約金は返却せず。

〔会場案内〕 所在 京都市左京区聖護院川原町 5 京都教育文化センター

(案内図参照)

交通 市電一―京都駅より,百万遍ゆき

熊野神社前下車 徒歩 5分 (京都大学病院前)

〔案 内 図 〕
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術  教

特集 :

技術教育の変遷と現在の課題…………向 山 玉 雄

教科課程の再編をめく
゛
って……………後 藤 豊 治

授業における再編成の視点…………………村 田 昭 治

/Jヽ ,也
―一 ,青

男女共通学習の指導と実践……………植 村 千 枝

豆ジ ヤツキの製作・・・・……………………岡 元 京 一

電気分野の基礎的枝術の指導…………松 田 昭 八

系統性をおさえた屋内配線……………岡 田 武 敏

バイメタルの製作実験…………………志 村 嘉 信

育      7月 号 予 告  <6月 20日 >発売

技術教育の本質と教科課程の再編

技

<技術科と安全>

指導計画表―安全指導を含めた指導案

…………水谷淳一・永楽信昭

技術・家庭科における安全教育………内 山 英 雄

技術科と安仝…………………… ……………清 原 道 寿

<連 載>
エ レク トロニクスの簡単な応用装置 (10)

…………。稲 田 茂

．
ｒ

ｌ

≒

―

ら

◇中教審の中間答申が出され,後

期中等教育の多様化をめぐって,

前期中等教育も再編成が問題とな

るでしょう。それに,現在進行中

である教育課程の審議にも大きな影響を与え るで し ょ

う。その場合,中学校の技術教育や進路指導が大きくゆ

がめられる危険性を多分にはらんでいるといえます。わ

たしたちは,技術教育の本質を実践的に究明しながら,

これら官制側の動きにたえず批判の目をむける必要があ

ります。

◇今年度の「学カテスト」も近づきました。このたび

ヤま「技術 0家庭科」がテスト科目に入 ります。これまで

は「技術・家庭科」がテスト科目になかったため,「学

ヵテスト」の本質について,技術教育担当教師は無関心

になりがちであったともいえます。しかし,こ のたびは

そうした無関心はゆるされなくなったといえます。せま

ってきている「学カテスト」に対し,わたしたちはどの

ように対処すべきか。これまでの「学カテストJ強行以

来の歴史を検討し,し つか りその本質をつかみ,こ れに

どうたちむか うかを,こ こでいまいちど究明すべき時期

にきています。

◇すでに周知のように, “学テ裁判"の判決では,小

倉地裁・福岡高裁で,文部省が「学カテス ト」を強制す

ることは,不当であ り違法であるとしています。しかし

裁判では,学 テ拒否斗争にたける公務執行妨害罪は成立

する立場でした。ところが,大阪地裁が 4月 13日 下した

判決によると,“文部省の全国一斉学力調査は,教育基本

法第10条の精神に反し,教師が行 うべき教育の内容に文

部省の行政権が不当に介入したもので違法である"の判

決が出るとともに,公務執行妨害は成立しないとされま

した。こうした裁判の経過は,わたしたちが「学カテス

ト」にたちむか う上で,重要な資料といえるでしょう。

◇ 7月 号 8月 号の特集は,夏の研究大会にそなえて ,

技術科の本質と教育課程の再編一一何をどうおしえるか

一―です。参加の方はもちろん,不参加の方も御意見を

投稿して下さい。 ′Ｌ
丁
卜
■
■
軽
一″技
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技術科の学習がお もしろく,し か もや さしくな りま した !

B5判 函入 定価各 650円 別巻 1000円 〒 120

中学 “技術 0家庭科"教育実践家の最高の頭脳

を結集して世に出た技術科副読本の決定版″

技術科はむずかしいといわれてお ります。とりわけ指導

することがよりむずかしいといわれてお ります。それは

初めて生徒が耳にする機械の原理や構造をとり扱 うから

でもありましょう。こんな時にはこの全集を開いて下さ

い。この全集は中学の工業分野の学習に登場する機械の

話や必要な知識を,全国の優れた実践家が授業で確め,

その成果をふまえて解説してあるからです。そして他の

不にはみられぬ,新 しい知識と難解な事項はすべて図で

解き,一眼で解るように特に工夫しているからです。

清 原 道 寿 編

□ 図解製図技術

□ 図解木工技術

□ 図解金工技術 I

日 図解金工技術Ⅱ

□ 図解機械技術 I

固 図解機械技術Ⅱ

日 図解電気技術

□ 図解電子技術

回 図解総合実習

別巻 技術科製作図集

>こ の全集の特色

〕部二色刷 りにして,理解を容易に

した。

木工編 と金工編は,具体的に作品を

作 りながら知識を会得できるように

した。

随所に<課題>を設けた。

別巻には,多数のたのしい教材を収

めた。

製作の手引をつけて, クラブ活動や

ご家庭でも自主的に学習できるよう
に工夫した。
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